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３.国定教科書の、「에 대하여（e daehayeo）」「에 관하여（e  
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て」と「に対して」は韓国語の「에 대하여 (e daehayeo)」に対応し、「について」

































第4章では、韓国語の「 에 대하여(e daehayeo ) 」類と「에 관하여(e gwanhaye
o) 」類について文献からとった用例を用いて分析を行ない、その用法について考察
する。特に韓国語の場合は「에 대하여(e daehayeo ) 」類と「에 관하여(e gwanha
yeo) 」類についての研究がまったく行われてないので、この部分に力をいれて考察
してみたい。主に後置詞と格助詞との関わりと各表現の連用表現と連体表現との関































































                                           
2 鈴木重幸（1972）『日本語文法・形態論』 





























                                           


































































12 佐伯哲夫（1966）「複合格助詞について」  








































るすべてのものを後置詞とし、後置詞をSimple Postpositions(이, 가 ,의 ,을, 
에서 な ど ) Composite Postpositions (안희, 밧긔, 아래 な ど  ) Verbal 
Postpositions (위하야, 인하야, 넘어 など )の三つに分けて分類している。それ
以後、韓国語の研究に貢献したG.J.RAMSTEDT 博士(1957)15は、西洋語の前置詞に
当たる語の中で依存形態素の一部を「格語尾」といい、それ以外の語を後置詞とし
て扱っている。また、 H.G.UNDERWOODの “Simple Postpositions”を格の変化とし、
“ Composite Postpositions”を “The Nominal Postpositions”とし、次のよう
に分けている。 
 
  １）The Nominal Postpositions 
안에/안으로, 앞에/앞으로, 아래,위에,속에/속으로,끝,같이 
가지,끼리, 중에, 과/와, 처럼, 데,다음,자리 など 










                                           
14 H.G.UNDERWOOD(1914） 『An Introduction to the Korean spoken Language』 





   
1）基本的な Postpositions 
























                                           
16 李崇寧(1953) 「격의 독립품사 시비」  
17 李崇寧（1966）「조사설정의 재검토- 특히 Postpositions, particle과 격과의 혼합설정에










   
-에 관하여/-에관한,  -에 즈음하여/-에 즈음한, -에 의하여/-에 의한 
-에 반하여/ -에 반한,  -에 대하여/-에 대한, -에 기초하여/-에 기초한 
-을 비롯하여/-을 비롯한,  -을 향하여/-을 향한,-을 통하여/-을 통한   
-을 위하여/-을 위한 













   1）共存段階 : -더브러,-에게 
2）分化段階 : -가지고, -보고, -두고, -놓고 
3）特定化段階: -나아, -부터, -서, -조차, -마저 
                                           
18 高辛淑（1987）『조선어 리문법(품사론)』 
19 안주호(1994)  ｢동사에서 파생된 이른바 후치사류의 문법화 연구｣   
19 
 
4）維持段階: -께서, -와 더불어 
5）脱範疇化段階: -더러, -다가 
6）その他の文法化の初期段階 
(1)-로: -로 인하여(인한), -로 말미암아(말미암은), -로 하여(해) 
(2)-에: -에 관하여(관한), -에 반하여(반한), -에 의하여(의한) 




















えば、「에 대하여(e daehayeo)（について、に対して）」「에 관하여(e gwanhaye 
                                           
20 남기심（1993）『국어조사의 용법』 
21 洪思滿（1976)「國語  Postpositions의 下位 分類 」 
22 유구상（1983）『國語의 後置詞 』  



















語と同じように名称は後置詞とし、内容の面では、「에 대하여(e daehayeo) 」










場合、「について」と「に関して」は「에 대하여(e daehayeo) 」「에 관하여(e 






















































 ①…に関する。― つき（就） 
 ②…の理由による。― つき（就） 
 ③…を単位とする。― つき（就） 













































































   ・質問に対して答える。 




   ・教師に対して反抗する子供たち。 
 （2）割合を表す。 





































   ｂ 息子に対して説明する。  
 
    ａ・ｂのように同じ「息子」を受けても、ａでは「説明する内容は息子のことである」
の意味で「息子について」は対格（目的格）となり、ｂでは、「説明する相手は息子で














     a ～において、～について、～に当たって、～に際して、～に関して、 
～に対して、～にとって、～にわたって、～によって 
         b ～をおいて、～を指して、～をして、～を目指して、～をもって 
         c ～でもって 
         d ～として 
（イ）連体格助詞（つまり「の」）或いは連用格助詞にかなり形式化した名詞が続き、ま
たそのうしろに単一の連用格助詞がきたもの 
                                           
28 塚本秀樹(1991) ｢日本語における複合格助詞について｣p.78～94参照 
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   a ～のために、～のくせに、～のおかげで、～のせいで 























































                                       
a. 容疑者が警察の尋問に対して答えた。 
   ｂ.会社側が大学新卒者の採用に関して説明した。 









































































                                           
31 坂井厚子(1992)「『～について』『～に対して』の意味․用法をめぐって」p.139～152参照 












「에 관하여(e gwanhayeo) 」は、韓国語学習の中級段階に入るとぶつかる問題であ
り、文法の一つの項目として扱うものではなく、自ら論文を書いたり、本を読んだ
りする際の問題であるため、かなり語学力が必要であると思われたからである。調
査の結果、まず、日本人の場合は、日本語の影響をかなり受ける傾向が見られた。               













                                           


















ア）a ～ey tayhayse（～に対して、～について） 
～ey kwanhayse （～に関して、～について） 




b  ～lul/ul wihayse（～のために〔目的〕） 




b ～wa/kwa kathi（～といっしょに、～とともに） 
～wa/kwa hamkkey（～といっしょに、～とともに） 
 
「～ ey tayhayse」「～ey kwanhayse」はア）に当てはまる。また「～ eytayhay 
se」（～に対して、～について）」は、日本語と同じように動詞の格支配の特徴を受け継いで







（1）a. tam{～ey/*～eykey}puticchia （塀にぶつかる。）．     







（2）a. tam{～ey/*～eykey}kwanhayse；tayhayse； uyhayse 
        （塀に関して、ついて；対して、ついて；よって） 
 b. sensayngnim{～ey/*～eykey} kwanhayse；tayhayse； uyhayse 











（3）Yonguyca-ka kyengchal-uy sinmun{～ey tayhayse/～ey}  
taytaphayssta.（容疑者が警察の尋問{に対して/に}答えた。） 
（4）Cwnmintul-un kyengchal{～ey tayhayse/*～ey}hyeplyek-ul akki-ci anhassta.(住
民達は警察{に対して/*に}協力を惜しまなかった。) 
（5）Haksayngtul-un canglay-uy kkwum{～ey kwanhayse, ～ey tayhayse–ul} 
selo iyaskihayssta.(学生達は将来の夢{に関して、について/を}話し合った。 














kwanhayse」、「 ～ey tayhayse」は使えるが、格助詞「lul/ul」は使えない。 
 
以上、塚本は日本語における後置詞「に対して」「について」「に関して」の考



















































「에 대하여(e daehayeo)」類は多く使われているが、「에 관하여(e gwanhayeo)」
類は殆ど使われていない傾向が見られる。その上に、「에 대하여(e daehayeo)」類 
「에 관하여(e gwanhayeo)」 類と日本語との対照研究も、韓国人研究者によって行
われるのではなく、日本人研究者の塚本秀樹（1990）によって初めて行われた。塚
本は日本語における後置詞「に対して」「について」「に関して」の考察を踏まえ、










































〈表1 ジャンル別の用例 〉 
 ジャンル 作品 について に関して に対して 
重い内容の 
もの 






















































































































その他 雑類 56 14 8 
合      計 570 106 324 






























































































                                           









































































































































































































































































































































































































































































































































































































































                                           






































































































































































































































































































































































128) a. あなたこの企画に対してどう思いますか。 












































































































































































































































































 について に関して に対して 
朝日新聞 42，354，334 7，089，022 7，250，000 
読売新聞 7，250，000 941，000 1，090，000 
新潮文庫100冊 1873 212 909 






























































           （ア）       （イ） 
について       についての       ×  
に関して       に関しての      に関する 
に対して       に対しての      に対する 
 
                                           












 についての に関する に関しての に対する に対しての 
朝日新聞 8，312，989 14，603，506 418，480 7，777，923 521，382 
読売新聞 １，230，000 3，040，000 147，000 1，320，000 127，000 
新潮文庫100冊 171 250 7 799 18 






















































































































































































































































































































後置詞（連体表現） 語 例 後行部分の性質 
についての に関する に対する 後行部分の語 態度 知的行為 情報 タイトル 









0 0 120 配慮・気持ち 
8 0 30 要求・要望 





○ × × 
25 4 112 評価・見方 
12 3 48 関心・興味 
15 9 13 意見 
14 7 29 考え・考え方 
13 4 1 話 × ◎ ○ × 
20 20 2 情報 × ○ ○ × 
42 17 29 知識 ○ ○ ○ × 
10 6 5 質問 ○ ○ ○ × 









21 33 2 研究 
11 28 0 講演会 
13 15 0 記事・記述 
19 44 0 本 × × ○ ○ 
































































































える。                        に関して（∗） 
を（○）  
（朝日新聞.1988．11．13） 












                     に関して（○） 
                   を（∗） 













                に関して（？） 
























   
209)母親は息子の進路について相談した。（日本語と私、p.58） 
          に関して（○） 
           を（○） 
210)新製品について店員に質問する。（話し言葉の技術、p.87） 
   に関して（○） 















            に関して（*） 
            を（○）  
212)警察は関係者に事故の状況について話した。（日本語と私、p.92） 
            に関して（*） 










213)車のタイヤ を 調べる。（話し言葉の技術、p.103） 
        について（○） 



















   
214)恵子は自分の気持ち を 弘に話した。（日本語と私、p.81） 
   について（*）  
         に関して（*） 
215)息子からうわさ を よく伺っております。（日本語と私、p.76） 
        について（*） 
        に関して（*） 
216)アナウンサーがニュース を 放送した。（日本語と私、p.53） 
           について（*） 
           に関して（*） 
217)機長は無事空港に着陸したこと を 伝えた。（作例） 
              について（*） 












     に関して（○） 
     を（*） 
219)先生は遠足の日程について詳しく述べる。（作例） 
        に関して（*） 
        を（○） 
220)歴史家が武田信玄について古文書で調べる。（日本語と私、p.147） 
        に関して（○） 
        を（*） 
221)歴史家が武田信玄の家系について古文書で調べる。（作例） 
               に関して（？） 



























   b.先生は遠足を詳しく述べる。（*） 





































   
223)たまには、あのばかに文句でも言ってやれ。（作例） 

























225)私はその孤児 に 同情した。（日本語と私、p.148） 
           に対して（○） 
226)弘は先生 に「はい」と返事した。（日本語と私、p.105） 
         に対して（○） 
227)社員たちは会社 に 抗議した。（作例） 
         に対して（○） 
228)先生は学生に対して公平でなくてはならない。（作例） 
     に（○） 
229)「きみこそ客に対して無礼だと思うがね」（男と女のあいだには上、 p.68） 




























     に（○） 
233)部長は弘の提案 に 難色を示した。（日本語と私、p.35） 
          に対して（○） 
234)子供が本 に 興味を示す。（日本語と私、p.69） 
      に対して（○） 
235)新製品が出たとのニュース に マニアたちの目の色が変わった。                                                          
             に対して（？）  
                                           
51 対象が相手を表すとき「に」格だけでなく、「を」格も用いられやすい。 
 例）ただ生活指導部長が、僕に対して怠慢だと非難した。 




（日本語と私、p.87）     
236)母親は子供が無事だとの知らせ に 安心した。（日本語と私、p.93） 


























































































































て」と「に関して」は「에 대하여(e daehayeo)」と「에 관해서(e  gwanhaeseo)」
両方に用いられている。『日本語用例辞典』では、「について」と「に関して」は
両方とも「에 대하여(e daehayeo)」「에 관하여(e gwanhayeo)」の意味とされ、例
文の訳のほとんどが「에 관하여(e gwanhayeo)」となっている。例えば、 
 
d.学校ではフランス文学について研究した。 




이 문제에 관해서(e gwanhaeseo) 당신의 의견을 들려 주세요. 
また『朝鮮語大辞典』では、 
   
f.彼は自分がしている仕事の作業能率を高めることに関していつも熱心に考えた。 
그는 자기가 하고 있는 작업 능률을 높이는데 대하여(e daehayeo)언제나 열심히  
생각했다. 
g.彼は私に国家の機能について話してくれた。 
그는 나에게 국가의 기능에 관하여/ 관해서 (e gwanhayeo/e gwanhaeseo)말하여  
주었다. 
  
e)の「に関して」は「에 관해서(e gwanhaeseo）」に、 f）の「に関して」は
「에 대하여(e daehayeo)に訳されている。このように翻訳では、「について」は
「에 대하여(e daehayeo)」類 「에 관해서(e gwanhaeseo）」類の両方に訳されて
おり、「に関して」は、「에 관하여(e gwanhayeo）」類が普通であるが、「에 대
하여(e daehayeo）」類に訳される場合もある。また f）の「에 대해서 (e daehaye
o)」と ｇ) の「에 관해서（e  gwanhaeseo)のような形もみられる。「에 대하여(e
 daehayeo)」と 「에 관하여（e gwanhayeo) 」と、「에 대해서 (e daehaeseo）」














そこで本稿では、「에 대하여(e daehayeo）」類と「에 관하여(e gwanhayeoo）」
類について、まず辞書の定義を調べてから、韓国で一番基本的で正しい韓国語を使
っていると考えられる小学校、中学校、高校の韓国語教科書を中心に「에 대하여(e
 daehayeo）」類と「에 관하여(e gwanhayeo）」類の使い分けを考察する。 






①대-하다（daehada）0253 (對--) [대(dae)ː--]動詞「3」 
【…에】(‘대한’, ‘대하여’ 꼴로 쓰여)대상이나 상대로 삼다. 
   【…e】（‘ daehan’‘ daehayeo’の形として使われ）対象や相手につく。 
   
・전통문화에 대한（e daehan） 관심 
伝統文化に対する/についての関心 
・이 문제에 대하여（e daehayeo） 토론해 보자. 
    この問題について/に関して討論してみよう。 
  「似ている語」「3」관하다（gwanhada）02. 
 
②관-하다（gwanhada）0254 (關--) 動詞 
【…에】(주로 ‘관하여’,‘관한’ 꼴로 쓰여)말하거나 생각하는 대상으로 하다. 
【…e】（主に‘ gwanhayeo’‘ gwanhan’の形で使われ）話したり考えたりする対象
につく。 










・다음은 여성의 사회적 지위에 관하여（e gwanhayeo）토론하도록 하겠습니다. 
次は女性の社会的地位について/に関して討論します。 




・감시원이 오래 자리를 비운 사이에 일어날 가능성이 있는 모든 불상사에 관하여(e  
gwanhayeo）그는 조목조목 잔소리를 늘어놓았다.  
監視員が長く席を離れた際に、起こる可能性のあるすべての不祥事について彼はいち
いち小言を並べた。 





①대하다１(dahada)（對-) 대：하다（ 대한, 대하여（해））動詞a.‘∼에 대한’의 꼴로 
쓰이어 ᄀ.(무엇에) 관하다 ᄂ.(무엇을) 대상으로 하다‘∼e daehan’の 形で使われ、 
ᄀ.（何に）‘gwanhada’関する ᄂ. （何を）対象にする 
ᄀ.검찰 발표는 이 사건에 대한（e daehan）의혹을 말끔히 해소하기에는 미진한 것이
었다.  
 .検察の発表はこの事件に対する/についての疑惑をきれいに解消するには不十分だった 
 ㄴ.특히 올해에는 영세 농가에 대한（e daehan）지원이 확대되도록 경지면적에 대한영 




b.「∼에 대하여/대해」의 꼴로 쓰이어 ᄀ.(무엇에) 관하다 ᄂ.(무엇을) 대상으로  
하다∼e daehayeo/daehae ’の形で使われ、 ᄀ.（何に） ‘gwanhada’関する 
 ᄂ.(何を)対象にする。 
ᄀ.（그는 문학을 보는 요즘의 시각에 대해（e daehae）분노를 나타냈다. 
彼は文学を見る最近の見方に対して怒りを表した。 








② 관하다（gwanhada） (關--) gwanhan 、 gwanhayeo（hae） 動詞(주로‘관한 ， 관 
하여， 관해서’ 꼴로 쓰이어(무엇을)소재나 대상으로 하다.) （主に‘gwanhan， 
gwanhayeo，gwanhaeseo’の形で使われ（何を）素材や対象にする。） 
 
・옛날 사람들은 우정에 관한（e gwanhan）아름다운 이야기를 많이 남겨놓았다. 
      昔の人たちは友情についての/に関する美しい話を沢山残した。 
      ・묘옥은 한번도 길산에 관하여（ e gwanhayeo）드러내놓고 말을 꺼내지 않았다. 
      ミョオクは一度もギルサンについて/に関して あからさまには話さなかった。 
  
韓国語の辞書として代表的な『標準国語大辞典』『延世韓国語辞典』でも、「에 




どちらも似ている語として扱われているので「 에 대해서（e daehaeseo）」「 에 
관해서（e gwanhaeseo）」の 使い分けについては詳しく説明されていない。 
また形態の面では『標準国語大辞典』と『延世韓国語辞典』では、少し異なる。
例 え ば 、 『 標 準 国 語 大 辞 典 』 で は 、 動 詞 「 대하다(daehada, 對 -) 」 と
「 관하다(gwanhada, 關 -) 」 い ず れ も ‘ daehan ’ ‘ daehayeo ’ ‘ gwanhan ’ 
‘gwanhayeo’の形で使われると説明されているのに対し、『延世韓国語辞典』では、 
動詞「대하다(dahada, 對-)」は‘∼e daehayeo/ daehae’の 形で使われていると説
明されており、「관하다(gwanhada,關-)」は‘gwanhan，gwanhayeo， gwanhaeseo’
の形で使われていると説明している。つまり一般の辞書では、「에 대해서（e 





   
３)『外国語としての韓国語文法辞書』56 
①-에 대하여（ e daehayeo） 
･範疇: 統語的構文 
･構造: 助詞-에（e） ＋ 動詞 대하다（ daehada ）＋連結語尾-여（yeo）助詞‘-에（e）’
と ‘関係する、-を素材にする’の意味を持つ動詞 ‘대하다(dahada)’の活用形が 
結合する形式で、‘-에 대해서（e daehaeseo）, -에 대한（e daehan）’の形とも
用いる。‘-에 대한（e daehan）’は次にくる名詞を修飾する連体形の役割をする。 
･意味：名詞について‘その事物について、または‘事物を対象にして’の意味を表す。 
    
例) ･정리 해고에 대한（e daehan）선생님의 의견을 듣고 싶습니다. 
リストラについての/に対する先生の意見が聞きたいです。 
∙나는 한국의 경제에 대해서（e daehaeseo） 논문을 썼다. 
 私は韓国の経済について/に関して論文を書いた。 
･오늘은 김 교수님이 한국의 전통문화에 대하여（e daehayeo）강연을 해주시겠 
어요. 
    今日は金教授に韓国の伝統文化について/に関して講演をしていただきます。 
･한국의 풍습에 대해서는（ e daehaeseoneun）저는 하나도 몰라요. 
     韓国の風習については/に関しては私は全然分かりません。  
         
②-에 관하여（e gwanhayeo） 
･範疇: 統語的構文 
･構造: 助詞-에（e） ＋ 依存動詞 관하다（ gwanhada ）＋連結語尾-여（yeo）助詞  
‘-에（e）’と活用が不完全な‘관하-（ gwanha）’が結合した形として‘-에 
관하여（e gwanhayeo）、 -에 관해서（e gwanhaeseo）,-에 관한（e gwanhan）’の
三 つ に 用 い ら れ る 。 ‘ -에 관하여 （ e gwanhayeo ） ’ 나 ‘ -에 관해서 （  e 
gwanhaeseo）’は結合した名詞と共に副詞語として用いられ、‘ -에 관한（ e 
gwanhan）’は連体語として用いられる。 
･意味：‘-에 대하여（e daehayeo）. –に関わり’の意味として用いられる。 ‘-에 관
하여（e gwanhayeo）’は ‘- 에 대하여（e daehayeo）に比べて形式ばっていて、公
                                           
56 백봉자(2006)『外国語としての韓国語文法辞書』、-에 대하여（e aehayeo） p.104、-에 관




例) ･노인과 복지문제에 관하여（e gwanhayeo ）논문을 썼습니다. 
老人と福祉問題について/に関して論文を書きました。 
･동아리 모임에서 통일에 관한（e gwanhan）토론회를 가졌습니다. 
サ－クルの集まりで統一に関する/についての討論会を設けました。 
･정부는 노사문제에 관해서（e gwanhaeseo）관심을 표명하였다. 
政府は労使問題に関して/について関心を表明した。 
･나는 문학에 관해서는（e gwanhaeseo ）낫 놓고 ᄀ자도 모른다. 
私は文学については/に関しては全然分からない。 









の場合は、「-에 대하여（e daehayeo）」「-에 관하여（e gwanhayeo）」が独自の
領域を確保していると言えよう。しかし、一般の辞書はもちろん『外国語としての
韓国語文法辞書』の場合も、「에 대하여（e daehayeo）」類と「에 관하여（e gwa
nha）」類の使い分けについてはあまり触れられていない。このようにこれらについ









「대하다(daehada, 對-)の項目で「에 대해서（e daehaeseo）」、「에 대하여（e 
daehayeo）」「에 대해(e daehae)」の三つの表現が用いられており、「관하다(gwa 
nhada,關-)」の 項目で 「에 관하여(e gwanhayeo)」 「에 관해(e gwanhae)」「에
관해서(e gwanhaeseo) 」の三つの表現が用いられている。しかし、『外国語として
の韓国語文法辞書』では、「-에 대하여（e daehayeo）」「-에 관하여（e gwanhay
eo）」が書かれているだけで、他の異形態については触れられていない。また、後
置詞の先行研究でも、「에 대하여（e daehayeo）」「에 관하여（e gwanhayeo）」
は扱われているが、他の異形態については扱われていない。例えば、안주호(1994）
57は、文法化初期段階に入れる表現、つまり助詞を取りながら制限的に活用する表現
として「에 대해서（e daehaeseo）」「에 관해서（e gwanhaeseo）」のみあげてい
る。塚本秀樹(1991)でも、日本語｢に対して｣ ｢について｣ ｢に関して｣と、それに対
応する表現として「에 대해서(e daehaeseo)」「에 관해서(e gwanhaeseo)」を挙げ
ている。また論文タイトルでは、例えば、「‘－어다’의 형태에 대하여（‘－eod
a’の形態について）」のように大体「에 대하여（e daehayeo）」が使われている。
つまり後置詞、「에 대하여（e daehayeo）」「에 관하여（e gwanhayeo）」は辞書
ごとにばらつきがあり、使う人によってもそれぞれ異なっている。このような状況
では、ますます 後置詞、「에 대하여（e daehayeo）」「에 관하여（e gwanhaye
o）」の使い分けは難しくなってくる。そこで、本稿ではまず 、「에 대하여（e da
ehayeo）」と「에 관하여（e gwanhayeo）」と他の形態について詳しく調べてから、




                                           
57 안주호(1994）、「動詞から派生されたいわゆる後置詞類の文法化研究」、p.133～154参照 























  - 관해(- e gwanhae) /-에 관한( -e gwanhan) /-에 관해서( - e  gwanhaeseo) 
  -에 반해서(- e banhae) /-에 반한(-e banhan) /-에 반해서(- e  banhaeseo) 
   - 에 의해(- e yehae) /-에 의한(-e yehan) /-에 의해서(- e  yehaeseo) 
   -에 대해(- e daehae) / -에 대한(-e daehan) / 에 대해서(- e daehaeseo)60 
 




本語｢に対して｣ ｢について｣ ｢に関して｣と、それに対応する韓国語「에 대해서(e d
                                                                                                                                   
の国語（韓国語）と歴史（韓国史）のテキストのことを言い、現在７２１冊ある。 
60 안주호(1994）、「動詞から派生されたいわゆる後置詞類の文法化研究」、p.148 参照 
61 塚本秀樹(1991)、 ｢日本語における複合格助詞について｣、 p.647～657 参照 
119 
 
aehaeseo)」「에 관해서(e  gwanhaeseo)」を形態・統語・意味の三つに分けて考察
している。塚本は日本語 ｢に対して｣ ｢について｣ ｢に関して｣に対応する表現として
「에 대해서(e daehaeseo)」「에 관해서(e  gwanhaeseo)」を挙げている。しかし、
 안주호（1994）も塚本秀樹(1991)も、後置詞「에 대해서(e daehaeseo)」「에 관
해서(e gwanhaeseo)」のみに触れていて、異形態の ｢에 대해(e daehae) /에 대하
여(e daehayeo)｣ ｢에 관해(e gwanhae) / 에 관하여(e gwanhayeo)｣については触れ
ていない。「에 대해서(e daehaeseo)」の場合、小学校では、「에 대하여(e daeha
yeo)｣のほうが適切であり、学年が上がるにつれ、｢에 대해(e daehae)｣が適切であ
ることがわかっている。このような結果については、「3.国定教科書の『에 대하여
（e daehayeo）』『에 관해서（e gwanhayeo）』」のところで詳しく考察する。 
 まず「대하여(e daehayeo)」は、元動詞「대하다（daehada）｣に 語尾「어(eo)」
が付いて作られた形で、｢대해(daehae)｣はその縮約形である。そしてそれらが助詞
「에(e)」と組み合わさって 後置詞「에 대하여(e daehayeo)｣と｢에 대해(e daeha
e)｣が生じたのである。 




同じように 助詞「 에(e)」と組み合わさって後置詞、「에 대해서(e daehaeseo)」 
が 生じたのである。つまり、「어(eo)」形 62の「대하여( daehayeo)」と｢대해(dae





次に ｢에 관하여(e gwanhayeo) / 에 관해(e gwanhae) / 에 관해서(e gwanhaese
o)｣についても同じことが言える。まず「관하여(gwanhayeo)｣は、元動詞「관하다(g
                                           







形に当たるのが「에 관해서(e gwanhaeseo)｣である。現在は「관하여서（gwanhayeo 
seo）」はあまり使われず、縮約形の「에 관해서(e gwanhaeseo)」のみ使われてい 
る。しかし｢에 관하여(e gwanhayeo) / 에 관해(e gwanhae) /에 관해서(e gwanha 
eseo)｣は｢에 대하여(e daehae) / 에 대해(e daehae) / 에 대해서(e daehaeseo)」
に比べて頻繁に使われているとは言いがたい。 
以上、｢에 대하여(e daehae) / 에 대해(e daehae) /「에 대해서(e daehaeseo)」




































次に後置詞｢에 대하여(e daehayeo) / 에 대해(e daehae) / 「 에 대해서








238)이 사진을 보고, 가족에 대해 생각해 보자.(중, 국어 2-1,80p) 
この写真を見て、家族のことを考えてみよう。（中、国語 2-1, p80） 
239)자신이 아는 작품 중에서 문학의 기능에 대해서 생각해 보자.(고, 국어(상), p57) 
自分の知っている作品の中から文学の機能について考えてみよう。（高、国語上、p.57） 
 





240)맞춤법에 관하여 복습해 보는 활동 두 가지와 맞춤법을 더 깊게 공부해 보는 활동 
두 가지가 있다. (중,생활국어 3-1, p97)  
     正書法について復習する活動二つと正書法をもっと深く勉強する活動二つがある。 
（中、生活国語 3-1, p.97）  
241)‘문자의 역사’는 문자가 탄생하고 발전해 온 과정에 관해 설명한 글이다. 
(중,국 1-1, p88) 
     ‘文字の歴史’は文字が誕生し発展してきた過程について説明した文である。 
（中、国語 1-1, p.88) 
242)우리는 꽤 오랫동안 문학에 관해서 공부해 왔다.(고,문학(하), p25) 
    我々はかなり長い間文学について勉強してきた。（高、文学下, p.25) 
 




  以上では、形態の面では、「에 대하여(e daehayeo)」と｢에 대해(e daehae)｣は 
元の形と縮約形の関係であり、「에 대해서(e daehaeseo)」は現在はあまり使われ
ない「 에 대하여서（e daehayaeseo）」の縮約形である。また「에 관하여(e gwa 
nhayae)」と｢에 관해(e gwanhae)｣は 元の形と縮約形の関係であり、「에 관해서(e 





 それでは、後置詞、「에 대하여(e daehayeo)」｢에 대해(e daehae)｣「에 대해서 
(e daehaeseo)」と「에 관하여(e gwanhayeo)」｢에 관해(e gwanhae)｣「에 관해서 
(e gwanhaeseo)」の 文献でのそれぞれの頻度と用法の差異を調べるために、まず 
国定教科書の小学校・中学校・高校の国語教科書を中心に考察する。 
 
３.国定教科書の、「 에 대하여 （ e daehayeo）」「 에 관하여 （ e 
gwanhayeo）」について 
３-１全般的な傾向 
「에 대해서(e daehaeseo)」には「에 대하여(e daehayeo)」と｢에 대해(e daeha 








































話聞1-1 0 0 0 0 0 0 0 0 
書1-1 1 0 0 0 0 0 0 0 
読1-1 5 0 0 0 0 0 3 0 
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話聞1-2 2 0 0 0 0 0 0 0 
書1-2 12 0 0 0 0 0 3 0 
読1-2 12 0 0 0 0 0 0 0 
話聞2-1 2 0 0 0 0 0 0 0 
書2-1 6 0 0 0 0 0 3 0 
読2-1 13 0 0 0 0 0 5 0 
話聞2-2 16 0 0 0 0 0 3 0 
書2-2 12 0 0 0 0 0 5 0 
読2-2 12 0 0 0 0 0 6 0 
話聞3-1 19 0 0 0 0 0 2 0 
書き3-1 10 0 1 0 0 0 2 0 
読み3-1 19 0 0 0 0 0 1 0 
話,聞3-2 18 0 1 0 0 0 8 0 
書3-2 9 0 0 0 0 0 4 0 
読3-2 45 3 1 0 0 0 20 3 
話聞書4-1 24 0 0 0 0 0 12 0 
読み4-1 13 0 0 0 0 0 17 0 
話聞書4-2 50 0 0 0 0 0 7 0 
読4-2 17 0 0 0 0 0 22 0 
話聞書5-1 27 0 1 0 0 0 0 0 
読5-1 20 0 0 0 0 0 12 0 
話聞書5-2 52 0 0 0 0 0 5 1 
読5-2 35 2 1 0 0 0 38 2 
話聞書 6-1 39 0 1 0 0 0 14 0 
読6-1 32 1 1 0 1 0 33 2 
話聞書 6-2 30 2 1 0 0 0 27 0 
読6-2 28 4 4 0 0 0 22 2 
合計 580 10 11 0 1 0 274 7 
中学校 
国語1-1 32 6 12 0 1 1 16 11 
国語1-2 24 5 7 0 0 0 33 3 
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国語2-1 12 10 10 0 1 0 32 11 
国語2-2 5 5 5 2 0 0 20 2 
国語3-1 22 21 21 1 0 0 31 6 
国語3-2 16 2 2 0 0 0 34 1 
生活国語 1-1 81 7 7 0 0 0 38 14 
生活国語  1-2 14 10 10 0 0 0 26 1 
生活国語  2-1 6 12 12 0 0 0 14 3 
生活国語  2-2 3 10 10 0 1 1 15 2 
生活国語  3-1 34 9 9 1 1 0 23 8 
生活国語  3-2 57 1 1 0 0 0 25 1 
合計 306 308 100 4 3 2 307 63 
高等学
校 
国語(上) 7 2 2 0 0 0 25 7 
国語 （下) 3 4 4 1 0 0 46 10 
国語生活 30 16 16 0 0 0 54 6 
文学(上) 37 15 15 1 0 0 153 9 
文学(下) 15 8 8 0 0 2 97 3 
話法 38 29 29 2 0 3 56 14 
読書 19 57 57 3 2 2 182 20 
作文 5 12 12 0 1 1 73 22 
合計 154 383 143 7 3 8 686 91 
 
〈表2 小․中․高 国語教科書〉を分かりやすく整理したのが〈表3〉である。  
 




































小学校 580 10 11 0 1 0 274 7 
中学校 306 308 100 4 3 2 307 63 
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(国語) 高等学校 154 383 143 7 3 8 686 91 











〈表2、3〉では、「에 대하여(e daehayeo)」の連用表現である「에 대한(e daeh
an)」が1267例で一番現れやすくなっており、その次が「에 대하여(e daehayeo)」
で1040例、「에 대해(e daehae)が701例、「에 대해서（e daehaeseo）」が254例用














































(e gwanhan)」が161例用いられていて、「에 관하여(e gwanhayeo)」 「에 관해(e 
gwanhae)」「에 관해서(e gwanhaeseo) 」は、それぞれ7、3、10 例のみで国定教
科書では殆ど用いられていない。 




daehayeo）」の使われる頻度が低くなっている反面、「에 대하여서（e daehayaese 









 ３－２小学校国語教科書  







られており、その次が「에 대한(e daehan)」で274例用いられている。「에 대해(e




れている。 その次に連体形の「에 대한(e daehan)」は、指示文には193例、本文の
内容には72例用いられている。また「에 대해(e daehae)」と「에 대해서（e daeha
eseo）」も指示文として9例 用いられている。本文の内容として用いられている例
は「에 대해(e daehae)」は１例、「 에 대해서（e daehaeseo）」は2例ある。「에
 대하여(e daehayeo)」が本文内容に用いられている場合でも会話体は殆どなく、そ
の殆どが説明文の中で用いられている。 
「에 관하여(e gwanhayeo)」 「에 관해(e gwanhae)」「에 관해서(e gwanhaese
o) 」はそれぞれ0例、１例、0例で、 連体形の「 에 관한(e gwanhan)」は7例 用い
られている。「에 관해(e gwanhae)」は指示文に、連体形の「에 관한(e gwanhan)」
はいずれも本文の内容に用いられている。このように「에 관하여(e gwanhayeo)」 





「에 대하여(e daehayeo)」が用いられやすくなっていると言える。「에 대하여(e 
daehayeo)」は指示文と本文の内容両方に用いられているが、その殆どが指示文とし
て用いられている。「에 대하여(e daehayeo)」は指示文の中で「‘-해 봅시다’
（～してみましょう）形と呼応して用いられている。例えば、 
 
242)연필을 바르게 잡는 자세에 대하여 알아봅시다.(초,국어쓰기 1-1,p.8) 
鉛筆の正しい持ち方について習いましょう。（小、国語書き 1-1、 p.8) 
243)소학언해’를 읽고, 배우는 사람의 자세에 대하여 생각해 봅시다. 


























에 관해 에 
관해서 




















中学校の国語教科書の場合、「에 대하여(e daehayae)」が 306 例、「에 대해(e 
daehae)」が 308 例で、小学校の国語教科書に比べて、「에 대하여(e daehayeo)」
は減っているが、「에 대해(e daehae)」は非常に増えている。また「에 대해서（e 
daehaeseo）」も 100 例で、‘는（neun）/도(do)/까지(kkaji)/만큼(mankeum)’な
どの補助詞を伴う形として用いられている。「에 대해서（e daehaeseo）」「에 
관해서（e gwanhaeseo）」の連体形の 「에 대한(e daehan)」と 「에 관한(e gwa 
nhan)」も小学校の国語教科書に比べて用いられる比率が高くなっている。後置詞を
もっと細かく分析すると、「에 대하여(e daehayae)」は指示文に 155 例 、本文の
内容に 136 例 用いられている。「에 대해(e daehae)」は指示文に 154 例、本文の
内容に 147 例用いられている。「에 대해서（e daehaeseo）」は指示文に 22 例 、
本文の内容に 67 例用いられている。 連体形の 「에 대한(e daehan)」は指示文に
86 例、 本文の内容に 175 例用いられている。「에 관하여(e gwanhayeo)」 「에 
관해(e gwanhae)」「에 관해서(e gwanhaeseo) 」はそれぞれ 4 例、3 例、2 例で、
小学校の国語教科書と同じように殆ど用いられていないが、連体形の「에 관한(e  
gwanhan)」は 63 例で、小学校の国語教科書に比べてやや用いられやすくなっている。 
いずれも指示文より本文内容に現れやすくなっている。 






「～해 보자 （～してみよう）」形の「해（しよう） 」体が用いられている。例え
ば、 
 
245)한글과 한자의 특징에 대하여 설명해보자. (중，국어 1-1，p.226) 
ハンングルと漢字の特徴について説明してみよう。（中、国語 1－1、p.226) 









高校の場合、連体表現「에 대한(e daehan)」が686例で 一番現れやすくなってお


















247) 이 시의 음악성에 대해 말해 보자. (고，국어（상）、p.241) 
この詩の音楽性について話してみよう。（高、国語（上）、p.241) 
248)다음 그림을 보며, 독서의 본질에 대해 생각해 보자. (고，독서, p.22) 
   次の絵を見て、読書の本質について考えてみよう。（高、読書、p.22) 
 
「에 관하여(e gwanhayeo)」「에 관해(e  gwanhae)」「에 관해서(e  gwanhaes 






以上、小・中・高の国語教科書に現れる後置詞「 에 대하여(e daehayae) /에 
대해(e daehae) / 에 대해서(e daehaeseo)」について考察した結果は次の通りであ
る。 
1）小学校の国語教科書では、元の形の「에 대하여(e daehayeo)」が圧倒的に用い






2）中学校の国語教科書では、元の形の「에 대하여(e daehayeo)」と縮約形の「에 
대해(e daehae)」と、その連体形の「에 대한(e daehan)」がほぼ同じ比率で用い
られていて、いずれも指示文と本文の内容に同じく用いられている。指示文の形





れている。つまり 高校の国語教科書では「에 대하여(e daehayeo) /에 대해(e 
































 250) 근데 나처럼 영화인이 되고 싶은 사람이 어떻게 해야 하는지에 대해서는 왜 한 마
디도 안 하냐? 계속 ‘영화인’에 대해서 이야기하면서…….  
(고등학교, 화법, p.177) 
    では、私のように映画関係者になりたい人がどうすればいいのかについてはなぜ一言も
言わない？ずっと‘映画関係者’について話していながら…（高校、話法、p.177) 
 
つまり、後置詞 「에 대하여(e daehayeo) /에 대해(e daehae) / 에 대해서(e 
daehaeseo)」はそれぞれ各自の役割を持っているので、存在する理由があると言え
る。文体については、後置詞「에 대하여(e daehayeo) /에 대해(e daehae) / 에 
대해서(e daehaeseo)」の用法の差異を考察するときに、より詳しく述べることにす
る。 
次に、国定教科書に「에 관하여(e gwanhayeo)」「에 관해(e gwanhae)」「에 
관해서(e gwanhaeseo)」が用いられない理由としては、教科書という特性上、指示
文が多く用いられているからである。つまり、指示文では「에 대하여(e daehaya 
e) /에 대해(e daehae) / 에 대해서(e daehaeseo)」は用いられやすく、「에 관 
하여 (e gwanhayeo)」「에 관해(e gwanhae)」「에 관해서(e gwanhaeseo)」は用い
られにくいと言える。 








「에 관해(e gwanhae)」「에 관해서(e gwanhaeseo)」は用いられにくくなっている
のか。連体形の「에 관한(e gwanhan)」は連用形の「에 관하여(e gwanhayeo)」





daehayeo) /에 대해(e daehae) / 에 대해서(e daehaeseo)」と「 에 관하여(e 




４-1 専門書籍  
韓国語専門家によって書かれた文献を中心に後置詞「에 대하여(e daehayeo) 
/에 대해(e daehae) / 에 대해서(e daehaeseo)」、その連体形の「에 대한(e 
daehan)」と「 에 관하여(e gwanhayeo)/ 에  관해(e  gwanhae)/ 에 관해서(e 
gwanhaeseo)」、 その連体形の「에 관한(e gwanhan)」についてそれぞれの形態上
の差異と使用頻度について考察する。 











































国語用言の意味分析 15 116 45 0 0 0 113 7 
国語教育のための 
文法の探求 
3 39 34 0 3 2 47 25 
韓国語学 9 39 16 1 1 0 67 12 
ソウル大人文学 
作文講義 
1 55 8 0 0 0 110 3 
文学と現代思想 11 79 51 8 6 3 139 15 
韓国の文学と 
風土 
1 49 24 0 0 0 142 5 
韓国語文化教育のた
めの韓国文化の理解 
44 16 9 0 0 3 181 6 
外国人のための韓国
文化読み 
18 14 5 1 1 0 116 1 













専門書籍の場合、 連体表現「에 대한(e daehan)」が915例で一番現れやすく、そ
の次が「에 대해(e daehae)」で407例用いられている。「에 대하여(e daehayeo)」




























에 관해 에 
관해서 






















を伴う形として用いられている。例えば、「에 대해서는 (e daehaeseoneun)」、
「에 대해서도 (e daehaeseodo)」、「에 대해서만 (e daehaeseoman)」、「에 대
해서까지(e daehaeseokkaji)」の形態で用いられており、その中で 補助詞「는（ne
un）」がついた形の「에 대해서는 (e daehaeseoneun)」が一番多く用いられてい
る。 
「에 대하여(e daehayeo)」は論文のタイトルとして現れやすくなっている。ま 
た連体形の「에 대한(e daehan)」と「에 관한(e gwanhan)」も論文のタイトルとし
て現れやすくなっている。  
「에 관하여(e gwanhayeo)」「에 관해(e gwanhae)」「에 관해서(e gwanhaeseo)」
とその連体形の「에 관한(e gwanhan)」は、 専門書籍では用いられにくくなって
いる。 
 
４－２  法律関連の書籍 
まず「 法律関連の書籍」からとった用例を次の〈表 5〉にまとめておく。 








































法学 117 3 34 50 4 12 134 155 
法律コンサート 263 19 29 106 1 3 155 100 
生活法律 43 67 33 3 5 1 131 28 










法律関連の書籍の場合、「에 대하여(e daehayeo)」が 423 例、連体表現の「에 
대한(e daehan)」が 420 例で同じ比率で用いられている。韓国語専門書籍に比べて、
「에 대하여(e daehayeo)」の使用頻度が非常に高くなっている。また 「에 
관하여(e gwanhayeo)」も 159 例、連体表現の「에 관한(e  gwanhan)」も 283 例で
用いられやすくなっている。法律関連の書籍に元の形の「에 대하여(e daehayeo)」
と「에 관하여(e gwanhayeo)」が用いられやすくなっている理由は何であろうか。 
 『法学』や『法律コンサート』のようなテキストの場合は、法の条文に使われてい




一般の教養書籍では、縮約形の「에 대해(e daehae)」が用いられやすくなっている。 
つまり、法律という特殊な場合では「에 대하여(e daehayeo)」と「에 관하여(e 
gwanhayeo)」のような元の形が用いられやすいと言える。「에 대하여(e daehaye
o)」と「에 관하여(e gwanhayeo)」 は殆ど指示文ではなく内容に用いられている。
形態の面でも「에 대하여(e daehayeo)」は、他の書籍ではあまり見られない「에 
대하여는(e daehayeoneun)」「에 대하여도(e daehayeodo)」「에 대하여서도(e 
daehayeoseodo)」「에 대하여만(e daehayeoman)」などの古語的な文語体が用いら
れやすくなっている。 「에 관하여(e gwanhayeo)」も「에 대하여(e daehayeo)」
と同じように「에 관하여는 (e gwanhayeoneun)」「에 관하여서도 (e gwanhayeose





a) 관습법에 대하여(e daehayeo) 서술하시오. （慣習法について述べなさい。） 




非専門的なニュアンスを持っている。また「에 대해서(e daehaeseo)」は、「에 대
해서는 (e daehaeseone un)」、「에 대해서도(e daehaeseodo)」、「에 대해서만 
(e daehaeseoman)」、「에 대해서까지(e daehaeseokkaji)」のような補助詞を伴う
形で用いられており、その中でも補助詞「는（neun）」がついた形態の「에 대해서
는 (e haeseoneun)」が一番多く用いられている。 
 
４－３ 一般教養の書籍 




< 表 6 一般教養 > 
ジャンル 作品 



































ナモク 0 6  5  0  0  0  40  2 
どこかで私を探す
ベルがなり 
0 15  7  0  0  0  30  3 
ウンギョ 0 27  11  0  0  0  51  2 
甘たるい私の 
都市 
7 64  13  0  1  2  33  16 
ドンイ 1 14  2  0  3  1  24  10 
優先順位 
現代随筆 
21 12  10  1  2  5  65  7 
通歩の食卓 1 45  7  5  1  1  53  52 
日本熱狂 0 22  12  0  8  4  80  19 


























에 관해 에 
관해서 






 一般教養の書籍の場合、 連体表現の「에 대한(e daehan)」が376例で 一番現れ






































用いられやすくなっている。「에 대해서(e daehaeseo)」は大体、「에 대해서는 
(e daehaeseoneun)」、「에 대해서도 (e daehaeseodo)」、「에 대해서만 (e daeh
aeseoman)」、「에 대해서까지(e daehaeseokkaji)」のような補助詞を伴う形態で
用いられており、その中で「에 대해서는 (e daehaeseoneun)」が一番多く用いら
れている。一般教養の書籍の場合も専門書籍の場合と同じように、「에 관하여(e g
wanhayeo)」「에 관해(e gwanhae)」「에 관해서(e gwanhaeseo)」は用いられにく




４－４  新聞雑誌 
まず「 新聞雑誌 」からとった用例を次の〈表 7〉にまとめておく。 
 









































0 138 71 0 0 0 286 19 
女性ドンア3,4 0 77 14 0 1 3 161 19 




0 101 17 0 4 1 133 15 















の次が「에 대해(e daehae)」で417例用いられている。「에 대해서(e daehaeseo)」
は、120例用いられているが、「에 대하여(e daehayeo)」は1例のみ用いられてい
る。つまり新聞雑誌では、限られた紙面にある情報や話題について正確に書かなけ
ればならないので、元の形の「에 대하여(e daehayeo)」より縮約形の「에 대해(e
 daehae)」が用いられやすくなっていると言える。「에 대해서(e daehaeseo)」は、
 大体、「에 대해서는 (e daehaeseoneun)」、「에 대해선 (e daehaeseon)」、
「에 대해서도 (e daehaeseodo)」、「에 대해서만 (e daehaeseoman)」、「에 대



















에 관해 에 
관해서 



















補助詞を伴う形態で用いられており、その中で「에 대해서는 (e daehaeseoneun)」
が一番多く用いられている。雑誌の場合も子供を対象とした雑誌は、他の雑誌と比
べて指示文が現れやすくなっているが、国定教科書の小学校の国語教科書とは違っ
て、 縮約形の「에 대해(e daehae)」が用いられやすくなっている。子供を対象と
した雑誌の場合も、連体表現の「에 대한(e daehan)」が一番用いられやすくなって
いる。 
新聞雑誌の場合も、「에 관하여(e gwanhayeo)」「에 관해(e gwanhae)」「에 
관해서(e gwanhaeseo)」はそれぞれ 0、6、5 例用いられており、連体形の「에 
관한(e gwanhan)」は 78 例用いられている。つまり、新聞雑誌では、「에 관하여(e 
gwanhayeo)」「에 관해(e gwanhae)」「에 관해서(e gwanhaeseo)」とその連体形の










2）専門書籍の中でも、法律関連の書籍の場合、元の形の「에 대하여(e daehaye 















대해서는 (e haeseoneun)」が一番多く用いられている。 
7）「에 대해(e daehae)」は 一般の書籍いずれも用いられやすいが、論文著書
や専門的な書籍の場合は、さらに用いられやすい。 
8）「에 관하여(e gwanhayeo)」は特に法律関連の書籍のみ用いられやすく、 
一般の書籍では殆ど用いられない。  
9）「에 관해(e gwanhae)」と「에 관해서(e gwanhaeseo)」は一般の書籍いず
れも用いられにくい。 
10）連体形の場合、「에 대한(e daehan)」は後置詞の中で一番用いられやすく、







の「에 대해(e daehae)」と連体形の「에 대한(e daehan)」が用いられやすくなっ
ている。一般の書籍には、 連体形の「에 대한(e daehan)」が一番用いられやすく、




daehayeo)」より、 縮約形の「에 대해(e daehae)」が用いられやすくなっている。 
146 
 
しかし、이기갑(1998)は「- 어(eo)」と「- 어서 (eoseo)」両方可能な場合の例
として、「－에 대해（서）、－e daehae（seo）」を挙げている。「－에 대해
（서）、－e daehae（seo）」は慣用的表現として「- 어(eo)」と「- 어서 (eoseo)」
の活用のみ許容し、動詞の先行成分も特定の助詞に制限され、殆ど固まった表現と
言っている。また、慣用的表現も「- 어(eo)」の位置によって開放的な表現と閉鎖
的な表現に分かれ、「－에 대해（서）、－e daehae（seo）」は「- 어(eo)」の後
行成分に何の制限もないので、その統合関係は相対的に開放されたと言っている。 
また이기갑(1998)は、「- 어(eo)」と「- 어서 (eoseo)」の関係について次のよう
に述べている。 
 
現代国語で様々な資格で現われる「- 어(eo)」と「- 어서 (eoseo)」は、元の形の
「어(eo)」から影響を受けて、中世以後は「- 어서 (eoseo)」に代わった。「- 어서 
(eoseo)」は繋がりの語尾「- 어(eo)」に存在動詞「시(si)-」の副詞形の「셔(syeo)-」が
文法化しながら「- 어셔(eosyeo) 」のような新しい語尾が生じた。これが元の形の「- 
어(eo)」と競争関係になる。しかし「- 어서 (eoseo)」は 16 世紀までは繋がりの語尾とし
て使われる比率が 3％くらいで非常に少なかったが、時間が経つのにつれ「- 어서 (eoseo)」
の使用比率が高くなって、現代では文語の 30％以上、口語の 80％以上を占めている。また
補助詞と結合する場合は「- 어서 (eoseo)」のみ可能で、これは 20 世紀半ば以後に出来た
最近の言語変化である。63 
 
以上の이기갑(1998)の説を整理すると、現代語では「- 어(eo)」系の「에 대해(e 
daehae)」より、「- 어서 (eoseo)」系の「에 대해서(e daehaeseo)」の使用率が高
くなっているはずだが、実際の文献ではその逆である。이기갑(リギガプ、1998)は
現代国語でも「- 어(eo)」と「- 어서 (eoseo)」がお互いに特別に使われたり、ま
た一緒に使われたりする理由については、「- 어(eo)」と「- 어서 (eoseo)」の変
化の速度が異なっているからであると指摘しており、文章構造上開放的な構成であ
れば、「-어서 (eoseo)」が用いられやすく、閉鎖的な構成であれば元の形の「- 
                                           






しかし、이기갑(1998)では、現代国語で「에 대해(e daehae)」と「에 대해서(e 
daehaeseo)」が両方共存できるということは分かるが、どうして、「-어서 (eoseo)」
系の「에 대해서 (e daehaeseo)」より「-어(eo)」系の「에 대해(e daehae)」が
用いられやすくなっているかは分かりにくい。 
まず「에 대해(e daehae)」が用いられやすくなった理由としては、これは単純に 
「- 어(eo)」と「- 어서 (eoseo)」関係から離れ、動詞「하였다(hayeossda）」と
「했다(haessda)」の問題でもある。「하였다(hayeossda）」と「했다(haessda)」










 次に、이기갑(リギガプ、1998)では、「-어서 (eoseo)」系の「에 대해서(e 
daehaeseo)」は、16 世紀までは繋がりの語尾として使われる比率が 3％くらいで非
常に少なかったが、時間が経つのにつれ「- 어서 (eoseo)」の使用比率が高くなっ
て、現代では文語の 30％以上、口語の 80％以上を占めていると言っている。 
이기갑(リギガプ、1998)の指摘通り、「에 대해서(e daehaeseo)」は、主に口語体
として多く使われている。例えば、『21 世紀セジョン計画最終成果物』 64では、
「日常生活での会話」の場合、「에 대해서(e daehaeseo)」は 146 例、「에 대해(e 
                                           






daehae)」は 24 例、「에 대하여(e daehayeo)」は０例用いられており、「演説、
講義、講演」の場合、「에 대해서(e daehaeseo)」は 110 例、「에 대해(e daehae)」
は 12 例、「에 대하여(e daehayeo)」は０例用いられている。つまり、「에 
대해서 (e daehaeseo)」は「에 대해(e daehae)」と「에 대하여(e daehayeo)」よ
り 口語的であると言える。「에 대해서 (e daehaeseo)」が口語的であるかどうか
は、5－2の各表現の用法の考察のとき用例を以て詳しく調べる。 
また後置詞「에 대하여(e daehayeo) /에 대해(e daehae) / 에 대해서(e daeha 
eseo)」とその連体形の「에 대한(e daehan)」が「에 관하여(e gwanhayeo)/ 에 
관해 (e gwanhae)/ 에 관해서(e gwanhaeseo)」、その連体形の「 에 관한(e 
gwanhan)」より用いられやすくなっている理由としては、1956 年文部省が実施した
大規模な語彙調査65によると、多く用いられている語彙 100 位の中に動詞‘ 대하다
（daehada）’が 74位を占めていたが、조남호(2002)の ˂ 表５語彙頻度調査結果例
示 ˃66では、 多く用いられている語彙 100 位の中で動詞「대하다（daehada）」が
24 位を占めている。つまり 動詞「대하다（daehada）」の使用頻度が段々と高くな
っているのが分かる。しかし 動詞「관하다（gwanhada）」は 多く用いられている
語彙 100 位の中に入ってない。このような理由においても後置詞「에 대하여(e 
daehayeo) /에 대해(e daehae) / 에 대해서(e daehaeseo)」とその連体形の「에 
대한(e daehan) 」 が 「 에 관하여(e gwanhayeo)/ 에 관해 (e gwanhae)/ 에 
관해서(e gwanhaeseo)」、その連体形の「에 관한(e gwanhan)」より用いられやす
くなっていると言える。 
それでは、後置詞「에 대하여(e daehayeo) /에 대해(e daehae) / 에 대해서(e 
daehaeseo)」、その連体形の「에 대한(e daehan)」と「에 관하여(e gwanhayeo)/ 




                                           






대하여(e daehayeo) /에 대해(e daehae) / 에 대해서(e daehaeseo)」は元の形と 
縮約形の関係で意味上の差異はないが、各自それぞれの機能を果たしているのが分
か る 。 ま た 「 에 관하여(e gwanhayeo)/ 에 관해 (e gwanhae)/ 에 관해서(e 
gwanhaeseo)」は、「에 대하여(e daehayeo) /에 대해(e daehae) / 에 대해서(e 
daehaeseo)」と同じように元の形と縮約形の関係で意味上の差異はないが、使用頻
度の面では、法律関連の書籍を除けばかなり低い。元の動詞との関わりからも分か
るように動詞「대하다（daehada）」から派生した「에 대하여(e daehayeo) /에 
대해(e daehae) / 에 대해서(e daehaeseo)」が 動詞「관하다（gwanhada）」から
派 生 し た 「 에 관하여(e gwanhayeo)/ 에 관해 (e gwanhae)/ 에 관해서(e 
gwanhaeseo)」より用いられやすくなっていると言える。さらに「에 관하여(e 
gwanhayeo)/ 에 관해 (e gwanhae)/ 에 관해서(e gwanhaeseo)」は慣用的になって
いる連体形の「에 관한(e gwanhan)」が用いられやすくなっている。「에 





















国語教科書で圧倒的に用いられている後置詞「에 대하여(e daehayeo) 」と助詞
「을(ul)/ 를（reul）」の用法上の差異について詳しく考察する。前にも触れたよ
うに、日本語｢について｣ ｢に対して｣に対応する韓国語の表現としては、動詞
「 대하다 （ daehada）」から派生した「 에  대하여(e daehayeo) /에 대해(e 




「에 대하여(e daehayeo) /에 대해(e daehae) / 에 대해서(e daehaeseo)」の学
習も難しくなる。そこで本稿では、まず小学校の韓国語教科書で圧倒的に用いられ
ている「에 대하여(e daehayeo)」を中心に、助詞「 을(ul)/를（reul）」との用
法上の差異について詳しく考察する上で、異形態の 「에 대해(e daehae) / 에 
대해서(e daehaeseo)」の用法を考察したい。 
まず用例を分析するのに当たって、後置詞「에 대하여(e daehayeo)」と 助詞
「을(ul) )/를（reul）」の前にくる先行成分と後ろにくる後行成分との関係を考察
し、前後関係では判断しにくいとき文全体を判断の範囲に入れる。各例文は小学校
1 年生から 6 年生までの国語教科書から採集したもので、例文表記上、例えば、
『国語―話す・聞く・書く 4－2』の場合、『話聞書 4－2』と表記することにする。 
 
５－１ 「에 대하여(e daehayeo) 」と 助詞「을(ul)/ 를（reul）」 
について 
まず、 助詞「 을(ul) )/ 를（reul）」の使い分けについて説明する。例えば、 
 




252)내가 자라 온 과정을 생각해 봅시다. （作例） 
私が育てられてきた過程を考えてみましょう。 
 
日本語の場合 a と b いずれも助詞「を」格が用いられるが、韓国語の場合 a は






253)내가 옮겨 쓴 시에 대하여 친구들과 이야기하여 봅시다.(읽기1-2.p11)  
私が書き写した詩について友達と話してみましょう。（読1－2、p.11） 
254)토론할 때 지켜야할 규칙을 생각하며 우리가 정한 이야깃거리에 대하여 토론
해 봅시다. (말듣4-2,p.17)  
討論するとき守らなければならない規則のことを考え、私たちが決めた話のねた
について討論してみましょう。（ 話聞4－2、ｐ.17） 
255)내가 자라 온 과정에 대하여 생각해 봅시다.(말듣4-2,p.126) 
私が育てられてきた過程について考えてみましょう。（ 話聞4－2、ｐ.126） 




「을(ul)」と置き換えられる。253）は「내가 옮겨 쓴 시를 친구들과 이야기해 봅
시다」（私が書き写した詩を友達と話してみましょう）に, 254)は、「우리가 정한
이야깃거리를 토론해 봅시다」（私たちが決めた話のねたを討論してみましょう）
に、 255)は、「내가 자라 온 과정을 생각해 봅시다」（私が育てられてきた過程
を考えてみましょう）に、後置詞「에 대하여 (e daehayeo)」を 助詞「을(ul)/를
（reul）」に置き換えても全く問題ない。 
 





   （書き2－2、ｐ.11） 
257)내 취미에 대하여(*를) 친구에게 소개하는 글을 써 봅시다.(말듣4-2,p.80) 
 私の趣味について（*を）友達に紹介する文を書いてみましょう。（話聞4－2、ｐ.80） 
 
256)と257)は 助詞「을(ul) )/를（reul）」に置き換えられない。256)は「체험 
학습을 가서 보고들은 내용을 친구와 이야기해 봅시다（ 体験学習に行って見たり 
聞いたりした内容を友達と話してみましょう）」に, 257)は「내 취미를 친구에게
소개해 봅시다（私の趣味を友達に紹介してみましょう）」に変えれば、助詞「을(u
l) )/를（reul）」が自然に用いられる。要するに同じ助詞が一つの文で繰り返し使
われるのを避けるために後置詞「에 대하여 (e daehayeo)」を使ったのである。ま




ために用いられていることを除けば、助詞「을(ul) )/를（reul）」と 後置詞「에 
























261)다음 노래말을 재미있게 읽어 봅시다.(읽기1-1,p.36) 









262)그림을 보고, 체험 학습을 가서 보고 들은 내용을 생각하여 봅시다. 
(쓰기2-2,p.10) 
∗絵を見て、体験学習に行って見たり聞いたりした内容を考えてみましょう。 
         （○ について）     （書2－2、p.10） 






























264)내가 옮겨 쓴 시를 친구들 앞에서 낭송하여 봅시다.(읽기1-2,p.11) 









265)일 년 동안 우리 가족에게 있었던 일을 생각하여 봅시다.(말듣쓰4-2,p.118) 
  一年間自分の家族に起こった出来事を考えてみましょう。 
（話聞書4－2、ｐ.118） 
266)하경이가 정리한 내용을 살펴봅시다.(쓰기2-1,p.30) 
  ハギョンが整理した内容を調べてみましょう。（書き2－1、ｐ.30） 
267)가장 재미있게 읽었던 책 이름과 내용을 간단하게 써 봅시다.(읽기2-2,p.110) 
    一番面白く読んだ本の名前と内容を簡単に書いてみましょう。（読2－2、ｐ.110） 





























269)새로 만난 친구를 생각 합시다.（作例） 
  ∗新しく出会った友達を考えましょう。 
           のことを（○） 
270)새로 만난 친구에 대하여 생각해 봅시다.（作例） 










271)새 짝에 대하여 알고 싶다고 했지? 내 짝 이름은 이지연이야. 지연이는 키가 
크고 얼굴은 동그랗게 생겼어. 엄마를 많이 닮았대. 그리고 꿈은 한의사야. 
















「에 대하여(e daehayeo)」は用いられやすいが、 助詞「을(ul)」は用いられにく
いと言える。 
 
273)다른 사람의 말을 주의 깊게 듣지 않아서 겪은 일에 대하여 말해봅시다. 
 (말듣2-1,p.23)  
人の話を注意深く聞かずに起こったことについて話してみましょう。 
（話聞2－1、p.23） 




275) 그 직업에 대하여 알고 싶은 내용은 무엇입니까? (말듣쓰6-2,p.45) 
その職業について知りたいことは何ですか。（話聞書6－2、p.45） 








278) 설날, 추석, 단오 등이 있는데, 추석에 대하여 쓰면 어떨까? 
(말듣쓰4-2,p.57) 





















280)“누구라도 좋아요. 통일에 대해서 평소에 하고 싶은 말이 있는 사람이면 다 
좋아요.”(읽기6-1,p.42) 





ではなく、異形態の 「에 대해서(e daehaeseo)」が用いられている。 
「통일에 대하여（e daehayeo、統一について）」は、統一について日ごろ考えて
いることをただ述べることであり、「통일에 대해서 （e daehaeseo、統一につい
て）」と言うと、統一についての考えを訴えることである。つまり、後置詞「에 
대해서(e daehaeseo)」は話題を取り立てる用法を持っていると言える。先行部分が
「包括的な話題」の場合、後置詞「에 대하여(e aehayeo)」「에 대해서(e daehae 
159 
 
seo)」いずれも用いられるが、「話題の取り立て」の用法は「에 대해서(e daehae 
seo)」のみ可能である。 
 
281)“이번 시간에는 3학년을 마치며 한 해 동안 가장 기억에 남는 일에 대해서 서로 이







며 가장 기억에 남는 일이 무엇인가요? (말듣3-2,p.86)、 (3年生を終えて一番記
憶に残っていることは何ですか、（話聞3－2、p86）」に出ている文章を参考にして、
少し形態を変えて作った文章である。つまり、参考書でも 「一番記憶に残っている
こと」を取り立てるために「에 대해서(e daehaeseo)」を用いている。 
  
282)석주명이 붙인 나비 중 ‘수노랑나비’ 와 ‘지리산팔랑나비’에 대해 조사해







                                           
67 次は、参考書で用いられている「에 대해(e daehae)」の例である。 
1）민지는 은행나무에 대해 더 자세히 조사해 보고, 은행나무가 사람에게 이롭게 쓰인다는 
것을 알았습니다.( 우등참고서3-2, p.33)  
ミンジは銀杏についてもっと詳しく調査して、銀杏が人にいいということが分かりました。
（優等参考書3－2、 p.33） 
2） 민지는 은행나무에 대해 더 조사하려고 전자 백과사전을 열어 보았습니다. 
(우등참고서3-2, p.36) 
ミンジは銀杏についてもっと調査しようとして電子百科辞書をひいてみました。 
  （優等参考書3－2、 p.36） 
160 
 
は縮約形の「에 대해(e daehae)」がよく用いられている。 











れている場合、 後置詞「에 대하여(e daehayeo)」は「包括的な話題」を、助詞
「을(ul)」は「見解（意見、考え、評価など）」を表している。 
 








285)철수와 현희가 말하고자 하는 생각에 대하여 내 생각을 말하여 봅시다 . 
(읽기1-2,p.47) 
     チョルスとヒュンヒが言おうとする考えについて自分の考えを話してみましょ
う。（読1－2、p.47） 
286)모둠별로 하나의 직업을 선택하여 봅시다. 그리고 그 직업에 대하여 알고 싶





287)‘베니스 상인’을 읽고, 등장인물에 대하여 친구들과 의견을 주고받아 봅시
다. (읽기5-2, p.177) 
 「ベニスの商人」を読んで、登場人物について友達と意見を交わしてみましょう。 
  （読5－2、p.177） 


























































                                           
68 鈴木智美（2007）『複合助詞がこれでわかる』、 東京外国語大学留学生日本語教育センター、






   
 また『複合助詞がこれでわかる』では、例文297）について次のように述べている。 
 















298)‘이것’, ‘그것’, ‘저것’을 넣어 교실 안에 있는 물건에 대하여 말해
봅시다. (읽기2-1, ｐ.103) 
      「これ」、「それ」、「あれ」を入れて教室の中にあるものについて話してみ
ましょう。（読2－1、ｐ.103 ） 
299)‘이것’, ‘그것’, ‘저것’을 넣어 교실 안에 있는 물건을 말해봅시다. 
     ∗ 「これ」、「それ」、「あれ」を入れて教室の中にあるものを話してみま 









300)내가 옮겨 쓴 시에 대하여 친구들과 이야기하여 봅시다.(읽기1-2,p.11) 
私が書き写した詩について友達と話し合ってみましょう。（読1－2、ｐ.11） 
301)내가 옮겨 쓴 시를 친구들 앞에서 낭송하여 봅시다.(읽기1-2,p.11) 












302)베짱이는 노래 부르는 것에 대하여 어떻게 생각하고 있나요?(쓰기2-1,p.65) 
 ウマオイムシは歌うことについてどう思っているんですか。（書2－1、ｐ.65） 





                                           











304)내가 그린 만화를 친구에게 설명하여 봅시다(말듣쓰5-2,p.108) 
  ∗自分が書いた漫画を友達に説明してみましょう。（話聞書5－2、p.108)70 
          について（○）  










306)좋아하는 사람에 대하여 말해봅시다.(말듣2-2,p.10) 
 好きな人について話してみましょう。（話聞2－2、p.10) 
307)내가 좋아하는 사람에 대하여 자세하게 말하여 봅시다.(말듣2-2,p.11) 
 私が好きな人について詳しく話してみましょう。（話聞2－2、p.11) 
308)내가 잘 아는 동물이나 식물에 대하여 듣는 이가 알기 쉽게 말하여 봅시다 
(말듣2-2,p.12) 
     私がよく知っている動物や植物について相手が分かりやすく話してみましょう。 
 （話聞2－2、p.12) 
 



















以上、 後置詞「에 대하여(e daehayeo)」が 助詞「을(ul)/ （reul）」と置き換
え可能にも関わらず、小学校の国語教科書に「에 대하여(e daehayeo)」が圧倒的
に用いられている理由は何なのか、 後置詞「에 대하여(e daehayeo)」は助詞「을
(ul)/ （reul）」と同じ用法を持っているのか、などの疑問をもって、両表現の用
法の差異について詳しく分析した。 


















「 을(ul)/ 를（reul）」のみ可能である。 
2）先行部分が話題として挙げられるトピックがいくつか存在する「包括的な話題」
の場合、すなわち「話題」用法と「話題と見解」用法、「話題と部分」用法の
場合、後置詞「에 대하여(e daehayeo)」のみ可能である。 
3）先行部分が具体的な対象（内容）にも、包括的な話題にも用いられやすくなっ
ている場合は、後置詞「에 대하여(e daehayeo)」と助詞「  을(ul)/ 를
（reul）」いずれも用いられやすい。 
4）後置詞「에 대하여(e daehayeo)」の異形態の「에 대해서(e daehaeseo)」




309)‘사랑’에 대해서 “사랑은 이성이 상대를 좋아하는 마음을 가진다.”라는 구절
을 읽었을 때에는 아무런 움직임을 느낄 수 없었을 것이다.(중,국1-2, p.43) 
    「愛」について 『愛とは異性が相手を好きになる気持ちを持つ』という部分を読ん
だときには何の変化も感じられなかっただろう。（中学校、国語1－2、ｐ. 43） 
 
309)は 後置詞「에 대해서(e daehaeseo)」は自然であるが、「에 대하여(e d
 aehayeo)」は 不自然である。つまり、 後置詞「에 대해서(e daehaeseo)」は 話
題を「取り立てる」または、「定義付ける」働きをする。  
以上の結果から、小学校の国語教科書の練習問題の指示文に「에 대하여(e 









310)내가 좋아하는 놀이를 선생님께 알려드리는 글을 써 봅시다.(쓰기2-1,p.35) 
 自分が好きな遊びを先生に紹介する文章を書いてみましょう。（書2－1、p.35） 
311)텔레비전에서 재미있게 본 내용을 친구에게 알려주는 글을 써 봅시다. 
(읽기2-1,p.37) 








312)내가 좋아하는 놀이에 대하여 선생님께 알려드리는 글을 써 봅시다. （作例） 
  ‘自分が好きな遊びについて先生に紹介する文章を書いてみましょう。 
313)텔레비전에서 재미있게 본 내용에 대하여 친구에게 알려주는 글을 써  
봅시다. （作例） 
   テレビで楽しく見た内容について友達に紹介する文章を書いてみましょう。 
 














315) 가고 싶은 곳에 대하여 내 생각을 정리하여 봅시다. （作例） 





く考察した。5－2 では、元の形の「에 대하여(e daehayeo)」が持つ用法を、異形
態の 「에 대해(e daehae) / 에 대해서(e daehaeseo)」も同じ用法を持つのか、
それとも別の独自の用法を持つのかについて考察する。また「에 관하여(e 
gwanhayeo)/ 에 관해 (e gwanhae)/ 에 관해서(e gwanhaeseo)」の用法も考察して
、「에 대하여(e daehayeo) /에 대해(e daehae) / 에 대해서(e daehaeseo)」と
の用法上の差異があるかどうかを調べた。その際、「에 대하여(e daehayeo) /에 
대해(e daehae) / 에 대해서(e daehaeseo)」と「에 관하여(e gwanhayeo)/ 에 
관해 (e gwanhae)/ 에 관해서(e gwanhaeseo)」の用法を考察する際、このような
連用形では曖昧なところや微妙に違うところがよく現われるので、後置詞の前後に
来る語の性質を判断するのは難しい。そこで、後置詞の前後の語の性質がより明確








研究方法としては、まず、後行部分に来る語について考察する。 「에 대하여(e 
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daehayeo) /에 대해(e daehae) / 에 대해서 (e daehaeseo)」と、「에 관하여(e 












後置詞「에 대하여(e daehayeo) /에 대해(e daehae) / 에 대해서(e daehaese 
o)」、「에 관하여(e gwanhayeo)/ 에 관해(e gwanhae)/ 에 관해서(e gwanhaese 
o)」と、その連体形の「에 대한(e daehan)」、「에 관한(e gwanhan)」について
それぞれの用法上の差異について考察する際、国定教科書と専門書籍、一般教養の
書籍、新聞雑誌などからとった用例を共に扱うことにする。また、 後置詞「에 
대하여(e daehayeo) /에 대해(e daehae) / 에 대해서(e daehaeseo)」 と 「에 
관하여(e gwanhayeo)/ 에 관해(e gwanhae)/ 에 관해서(e gwanhaeseo)」 は
表記上、元の形を中心にして、それぞれ「에 대하여(e daehayeo)」類と「에 
관하여(e gwanhayeo)」類と表記する。 
 
５－２－２ 「에 대하여(e daehayeo)」類のみ可能な場合 







   
316)부모가 잘못된 자녀에 대해 책임을 느끼듯이, 스승도 잘못된 제자에 대해 책임을 느
껴야 하는가? (중,국어생활3-2, p.155)  
   親が間違った子女に対して責任を感じるように、師匠も間違った弟子に対して責任を感
じなければならないのか（中、国語生活 3－2、ｐ.155） 
317)샤 리아르 왕은 왕비의 불륜 사실을 알고는 여자에 대해 심한 불신과 혐오감을 
가지게 되었다. (고,문학(하), p.110) 
シャリアル王は王妃の不倫を知ってからは女に対して不信と嫌悪感を持つようになった。
（高、文学・下、ｐ.110） 
318)궁녀들 모두 동이에 대해 싸늘한 시선을 던졌다.(동이,p.104) 
    官女らはみんなドンイに対して冷たい視線を送った。（ドンイ、ｐ.104） 




320)그런 자존심이 좀 더 나가면 남에 대해서 공격적으로 나간다. (한국) 
    そんな自尊心がさらに出てくると他人に対して攻撃的になる。（韓国日報） 
321)군대에 오기 전의 내겐 군대생활에 대해 오해와 환상이 있었던 것 같아. 
(어디선가,p.247) 
    軍隊に来る前の私には軍隊生活に対して誤解と幻想があったようだ。 
（どこかで、 p.247） 
322)국내 언론에 대해 강하게 불만을 제기했다.(조선일보) 
    国内言論に対して強く不満を提起した。（朝鮮日報） 
323)나는 그 노인에 대해서 죄를 지은 것 같은 괴로움을 느꼈다. 
 (고,문학・상, p.365) 
    私はその老人に対して罪を犯したような心苦しさを感じた。 
（高、文学・上、ｐ.365） 
324)이 사람은 자기 집 개에 대해 어떠한 감정을 가지고 있는가?(중,국어 2-1, p.128) 





 316)～324)の例は、後置詞「에 대하여(e daehayeo) /에 대해(e daehae) / 
에 대해서(e daehaeseo)」が、後行部分の「책임을 느끼다(責任を感じる)」「불 
신과 혐오감을 가지다(不信と嫌悪感を持つ)」「싸늘한 시선을 던지다(冷たい
視線を送る)」「엄격한 처벌을 내리다(厳しい処罰が下りる)」「공격적이다(攻 







は、助詞「에(e、に)」と置き換えられる。この場合は、「에 관하여(e gwanhay 
eo)/ 에 관해 (e gwanhae)/ 에 관해서(e gwanhaeseo)」とは置き換えられない。
つまり、後行部分の心理活動を表す語と共起して、先行部分に「態度と感情の対
象（対象物または相手）」がくるときは、後置詞「에 대하여(e daehayeo) /에 
대해(e daehae) / 에 대해서 (e daehaeseo)」のみ用いられる。 
   
325)간디는 기계 자체에 대해 반대한 적은 없지만, 거대 기계에는 필연적으로 복잡하 
   고위계적인 사회 조직, 피지배의 구조, 도시화, 낭비적 소비가 수반된다 는 것  
  을 주목했다. (고,국어(하), p.243) 











また、後置詞「에 관하여(e gwanhayeo)/ 에 관해 (e gwanhae)/ 에 관해서(e 
gwanhaeseo)」とも置き換えられない。つまり、 後置詞「에 대하여(e daehayeo) 
/에 대해(e daehae) / 에 대해서(e daehaeseo)」は、後行部分に心理活動を表す語
と共起して、先行部分が「態度の対象」になる場合と、助詞「에(e)/ 에게(ege)、
に」に置き換えられるときには、「에 대하여(e daehayeo) /에 대해(e daehae) / 
에 대해서(e daehaeseo)」のみ用いられると言える。 
 
326)나의 대화하는 태도에 대하여 상대방이 불편해하지 않았는가?  
(중,생활국어 1-1, p.52) 
 私の 話し方 に対して相手が不便ではなかったのか。（中、生活国語 1－1、 p.52） 
327)내가 앓았던 병을 고려하지 않는다면 지난 몇 년 동안의 나의 경력에 대해서 
오해하기란 십상이오. (중,독서, p.273) 
私が患った病気のことを考慮しないと、過ぎ去った数年の私の経歴に対して誤解されや
すくなる。（中、読書、ｐ.273） 
328)많은 학생들이 머리 규제에 대해 불만이 많군요.(고,작문, p.242) 
大勢の学生たちが髪の規制に対して不満が多いようですね。（高、作文、ｐ.242） 
329)우리 선조들이 향유하던 문학작품에 대해 어떤 태도를 가지고 있는가?  
(중,국어 2-1, p.97) 
我々の先祖たちが享有していた文学作品に対してどんな態度を持っているのか。 
（中、国語 2－1、ｐ.97） 
330)학생의 입장에서 실수한 말에 대해 용서를 구하는 편지를 선생님께 써 보자. 
(중,국어생활 2-1, p.152)  
学生の立場で間違った言葉に対して許しを求める手紙を書いてみよう。 
（中、国語生活 2－1、ｐ.152） 
331)현재에는 그 불굴의 정신은 온데간데없고 분단이란 상황 속에서 헤매기만 하는 
현실에 대하여 안타까워하는 화자의 마음을 엿볼 수 있다. (고,문학(상), p.49)  
現在はその不法不屈の精神は影も形もなく、分断という状況の中でさまよっている現 
実に対して痛ましく思う話し手の気持ちが窺える。（高、文学・上、ｐ.49） 
332)우리의 언어생활에 대해 반성을 하고 올바른 언어 사용에 힘써야 할 것을 일깨워 


























대하여(e daehayeo) /에 대해(e daehae) / 에 대해서(e daehaeseo)」が用いられ
やすいと言える。この場合も、「에 관하여(e gwanhayeo)/ 에 관해 (e gwanhae)/ 
에 관해서(e gwanhaeseo)」には置き換えられない。 
 
333)호랑이는 미처 여우를 몰라본 것에 대해 사과를 하고, 다른 먹이를 찾아 떠났다. 
(중,국어 1-1, p. 110) 
虎はまえもって狐のことに気が付かなっかたことに対して謝り、他の餌を捜しに行った。









と置き換えるとやや不自然になるが、後置詞「에 대해(e daehae) 」を用いると、
その意味が明確になる。 
 
334)노인도 물론 그 점에 대해서는 나를 완전히 신용하고 있었다.  
(고,국어(하), p.175) 







５－２－３  「에 대해서(e daehaeseo)」のみ可能な場合 
   
335)그런데 하회마을에 대해서는 아는 것이 거의 없다.( 중,국어 1-1, p.123) 
     ところで、ハフェ町については知っていることが殆どない。 
（中、国語 1－1、ｐ.123） 
336)왜 하필이면 노랑나비가 되고 싶은지에 대해서는 설명하지 않는다. 
(중,국어 2-1, p.12) 
    どうして黄色い蝶々になりたいのかについては説明しない。 
（中、国語 2－1、ｐ.12） 
337)사전 활용 방법에 대해서도 생각해 보자.( 중,국어 2-1, p.194) 
辞書の活用の仕方についても考えてみよう。（ 中、国語 2－1、ｐ.194） 




339)그 학교에서는 아이들에게 세계의 나머지 부분에 대해서는 전혀 가르치지 않았다. 
(고, 독서, p.30) 
その学校では、子供たちに世界の残りの部分については全然教えなかった。 
（高、作文、ｐ.90）  




341)미국인들은 어떤 종류의 칭찬에 대해서도 마치 아주 친근한 선물을 인식하듯이 




342)재인의 약혼자에 대해서는, 별로 길게 언급하고 싶지 않다. 
(달콤한 나의도시, p.132) 
ジェインの婚約者については、あまり長く触れたくない。 
（ 甘たるい私の都市、ｐ.132） 
343)안주에 나온 아몬드에 대해서도 물었다.(은교,p.112) 
  おつまみに出てくるアーモンドについても聞いた。（ウンギョ、ｐ.112） 




345)인류의 미래에 대해서라면 저는 비관주의자예요. 하지만 지구의 미래에 대해서 
라면 낙관주의자죠.(통섭의 식탁,p.211) 
人類の未来に関してなら私は悲観主義者よ。でも、地球の未来に関してなら楽観主 
義者よ。（通歩の食卓、ｐ.211） 
346)일본에 대해서는 정말 아무것도 모른다.(일본열광, p.20) 
    日本については本当に何も分からない。（日本熱狂、ｐ.20） 
347)한국인은 대개 가족 구성원에 대해서는 아주 관대하다. 





349)두 사람은 알제리 문제에 대해서도 서로 다른 태도를 보였다. (쎄느강, p.40) 
二人はアルジェリア問題に対してもお互い異なる態度を見せた。 
（セーヌ川、ｐ40） 
350)그들은 개나 고양이 등을 끔찍이 사랑하는 반면, 먹을 게 없는 사람들에 대해 




 335)～350)までは、「에 대해서(e daehaeseo)」に主に 「는（neun）」「도
（do）」「라면（ramyeon 」のような 補助詞がついて、先行部分を強調したり、限







ついて、例えば、345)の「미래에 대해서라면 저는 비관주의자예요（未来に関して
なら私は悲観主義者よ） 」のように先行部分を限定的に表している。つまり、「에  




分を強調しようとするとき、「에 대하여(e daehayeo) 、에 대해(e daehae)」よ
り「에 대해서(e daehaeseo)」が選択されやすい。それは限定的な意味を表す補助
詞が「에 대해서(e daehaeseo)」と結合されやすいからである。 
 
351)웃기는 말을 했던 친구나 지루했던 수업시간에 대해서 써보는 거야.  
(중,생활국어 1-2, p.12) 
    面白いことを言った友達や退屈な授業時間について書いてみよう。 
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  （中、生活国語 1－2、ｐ.12）  
352)한 가지에 대해서 많이 생각하고 글을 써보렴. (중,생활국어 1-2, p.12) 
    一つのことについていろいろ考えて文を書いてごらん。（中、生活国語 1－2、ｐ.12）   
  353)친구: 아무래도 대부분의 선생님이 요리에 대해서 큰 자부심을 가지고 계시겠지? 
 (중,생활국어 3-2, p.65) 
         友達：どうやら殆どの先生が料理について自負心を持っていらっしゃるようだ。  
（中、生活国語3－2、ｐ.65） 
354)노라: 처음에 우리가 서로 알게 된 날부터 진지한 일에 대해서 마음의 문을 열어젖
히고 얘기를 해본 적은 한 번도 없었어요. （고, 문학상,ｐ.287） 
 ノラ：初めて私たちがお互いに顔を合わせたときから、真面目なことについて心の 
ドアを開いて話し合ったことは、一度もなかったです。（高、文学上、ｐ.287） 




356)야, 다음에는 우리 저번에 함께 본 영화에 대해서 이야기하겠다. 그치?  
(고,화법,p.177) 
     また今度は私たち以前一緒に見た映画について話そうかも、そうだろう。 
（高、話法、ｐ.177） 
357)요즘 젊은이들의 행동과 사고에 대해서 어떤 느낌을 갖고 계십니까?  
(고,화법,p260) 
  最近若者の行動と思考についてどう感じますか。（高、話法、ｐ.177） 
358)음, 요즘 네가 고민을 하고 있는 것에 대해서 생각해 보았어. (고, 작문, p.263) 
うん、この頃あなたが悩んでいることについて考えてみた。 
（高、作文、ｐ.263） 
359)혹시 트럭에 대해서 들은 얘기 있나요? (은교,p.327) 
     もしトラックについて聞いた話がありますか。（ウンギョ、ｐ.327）  
360)“술에 대해서 제법 알고 있네”（나목,p.80） 
     「お酒についてよく知っているね。」（ナモク、ｐ.80）                      
361)“그래, 취선당의 움직임에 대해선……알아보셨습니까?”（동이, p.124） 
         「あのう、チソン堂の動きについては……調べてみましたか。」 
（ドンイ、ｐ.124）   




      「あなた、私ってあまり人を褒めたりしないということ、知っているよね。 
      特に男については。」（ 甘たるい私の都市、ｐ.219） 
 
 351)～362)の例は、「에 대해서(e daehaeseo)」が口語体として用いられている




「에 대해서(e daehaeseo)」が、「 에  대하여(e daehayeo)」と「에 대해(e 
daehae)」より口語体に用いられやすくなっている。しかし、 이기갑(1998)の指摘
の、「에 대해서(e daehaeseo)」が 口語体として用いられる確率が 80％以上にな
るという説は、「에 대해서(e daehaeseo)」、「에 대하여(e daehayeo) 、「에 
대해(e daehae)」の場合には当てはまらない。例えば、 
 
  363)병철: 우선, 제 꿈에 대해 이야기해야 되겠죠? 저는 요리사가 될거예요.  
(중,생활국어 3-2, p.62) 
      ビョンチョル： まず、私の夢について話さなければないないでしょうね。 
私は料理人になります。（中、生活国語3－2、ｐ.62） 
 
 363)は、「에 대해(e daehae)」が口語体として用いられた例である。この場合は
「에 대해서(e daehaeseo)」も自然である。また、353）の例も、「에 대해(e daeh
ae)」と「에 대해서(e daehaeseo)」両方可能である。このように 「에 대해서(e d
aehaeseo)」と「에 대해(e daehae) 」いずれも口語体として用いられやすくなって
いると言える。つまり、「에 대해서(e daehaeseo)」が 口語体に用いられる確率は
高いと思われるが、「에 대해(e daehae)」も口語体として用いられているので、
이기갑(1998)の指摘のように「에 대해서(e daehaeseo)」が 80％以上になるとは言
いがたい。文体のことについては、今後の課題として「에 대해서(e daehaeseo)」





５－２－４「에 대하여(e daehayeo)」類と「에 관하여(egwanhayeo)」類 







364)모둠별로 즉석 식품의 좋은 점과 나쁜 점에 대하여 말해봅시다. 
(초,말듣 3-2,p. 49)  
グループ別にインスタント食品のいい点と悪い点について話してみましょう。 
（小、話聞 3－2、ｐ.49） 
365)내가 알고 있는 이야기를 바탕으로 하여 주인공이 고난을 극복하는 방식에 대해 
이야기 해보자.(중,국어 2-2, p.64) 
    自分が知っている話に基づいて主人公が苦難を乗り越える方法について話してみよう。
（中、国語 2－2、ｐ.64） 
366)책의 내용에 대해서 이야기할 수도 있고, 내용과 관련된 자신의 경험에 





367)다음은 학생들의 진로 선택에 대해 토의한 내용의 일부이다. 
(중,생활국어 2-1,p.87) 
     次は、学生たちの進路の選択について討議した内容の一部である。 
（中、生活国語 2－1、ｐ.87） 
368)신세대 미혼 남녀들이 결혼문화에 대해 허심탄회하게 털어놓았다. 
(중앙일보,2012.7.11) 




369)그는 주로 자신이 하고 있는 사업에 대해 이야기했다.(달콤한 나의도시,p.257) 
     彼は主に自分がやっている事業について話した。（ 甘たるい私の都市、ｐ.257） 
370)최근 텔레비전의 한 다큐멘터리 방송에서는 미국인들 사이에 불고 있는 한국  
드라마 열풍에 대해 소개하였는데,…(외국인을 위한 한국문화읽기,p.176) 
  最近テレビのあるドキュメンタリー放送では、アメリカ人の間で流行っている韓国ド
ラマの熱風について紹介したが、…（外国人のための韓国文化読み、ｐ.176） 
371)‘책의 종말’과 ‘구덴베르크와 컴퓨터 공존’은 다 같이 종이책과 전자책의 
미래에 관해 언급하고 있다.(고,독서, p.149)  
     『本の終末』と『グーテンベルグとコンピューターの共存』はどちらも紙の本と電
子書籍の未来について言及している。（高、読書、ｐ.149） 
372)‘문자와 역사’ 는 문자가 탄생하고 발전해 온 과정에 관해 설명한 글이다. 
(중,국어 1-1, p.220)  
「文字と歴史」は文字が誕生し発展して来た過程について説明した文章である。 
（中、国語 1－1、ｐ.220） 
373)간혹 내가 집안 식구와 대화를 할 때에, 아는 사람이나 또는 친척이 찾아와서 내 
음성을 듣고 나의 소리가 난다고 하며 나에 관하여 물어올 때가 있다. 
(중,국어 2-2, p.38) 
     たまに私が家の家族と話をしているとき、知り合いや親戚が尋ねてきて私の声を聞
いて私の声が聞こえるといって私について聞いてくるときがある。
（中、国語 2－2、ｐ.38） 
374)병원에 관해서는 이미 푸코가 아주 자세히 설명했다. (일본열광,p39) 
       病院については/関してはすでにプコがとても詳しく説明した。（日本熱狂、ｐ.39）  
    375) ‘아마에’ 같은 일본인의 정서적 특징에 관해 토론하다가 아주 흥미로운 연구 결
과를 알게 되었다. (일본열광,p.259)  
    「甘え」のような日本人の情緒的な特徴について/関して討論したが、とても興味深い 
研究結果が得られた。（ 日本熱狂、ｐ.259） 
376)인간의 존재의 우연성에 관해서 항의한 말이다. (우선순위현대수필,p.305) 
  人間の存在の偶然性について抗議した言葉である。（優先順位現代随筆、ｐ.305） 
377)현대인의 사색에 관해서 하나의 위기를 지적하고 싶다. (우선순위현대수필,p.311) 
 現代人の思索について一つの危機を指摘したい。（ 優先順位現代随筆、ｐ.311） 





379)감찰부 최고 상궁이 동이에 관해 보고를 하자 뜻밖에도 숙종은 기억이 장 나지  
않는다는 듯 ‘그 아이가 누구냐’는 반응을 보였던 것이다.(동이2권,p.13) 
    観察部の最高女官がドンイについて報告をしたが、意外とスクジョン王はあまり覚 
えていないようで、「その子は誰」という反応を見せた。（ドンイ２巻、ｐ.13） 
380)1998년에 일본의 하시모토 수상과 러시아의 옐친 사이에 시베리아횡단철도 이용에  
관해 협의했던 데서도 충분히 짐작할 수 있다.(쎄느강,p.318) 


















 371)～380)までは、後置詞「에 관하여(e gwanhayeo)」類が用いられている場合













である。366)～368)いずれも、「에 관하여(e gwanhayeo)」類よりは、「에 대하
여(e daehayeo)」類の方がさらに自然である。 
 
381)보람이네 반에서는 아리랑에 대하여 조사하였습니다.(초,읽기 3-2, p. 20) 
   ボランのクラスでは、アリランについて調査しました。（小、読 3－2、ｐ.20） 
382)전통문화에 대하여 공부하는 것이 나라 사랑과 어떻게 관련되는지 토론하여  
봅시다.(초,읽기 4-1, p.29) 
伝統文化について勉強することが愛国心とどう関わるのか討論してみましょう。 
（小、読 3－2、ｐ.29） 
383)평소 언어학에 관심을 가지고 있던 나는 남북한 언어 사용의 차이점에 대하여 
연구하고 싶었다.(중,국어생활 3-1, p.152)  
 日頃言語学に興味を持っていた私は、南と北の言語使用の差異について研究したかっ 
た。（中、国語生活 3－1、ｐ.152） 
384)어머니는 애가 만화가가 된다는 것에 대하여 어떻게 생각하고 계신가? 
(중,국어생활 1-1, p.132) 
お母さんは子供が漫画家になるということについてどう思っているのか。 
（ 中、国語生活 1－1、ｐ.132） 
385)우리 학교 학생들의 컴퓨터 활용 실태에 대하여 조사하고자 한다.  
(중,국어생활 1-2, p.114)  
私の学校の学生たちのコンピューターの活用実態について調査しようと思う。 
（中、国語生活 1－2、ｐ.114） 
386)동물의 성격을 규정짓는 것에 대하여 옳은 것인지 생각해 보자.(현대수필,p.64) 








388)나는 백과사전 덕분에 혜성에 대해 많은 것을 배울 수 있었다. 
(중,국어 1-2, p. 190)  
  私は百科事典のおかげで彗星について沢山のことを学ぶことが出来た。 
（中、国語 1－2、ｐ.190） 
389)잘 된 독후감은 서로 돌려 가며 읽어 보고, 어떻게 하면 독후감을 잘 쓸 수 있 
는지에 대해 공부해 보자.(중,국어 3-1, p.1271) 
いい読後感はお互いに回し読みし、どうすれば読後感を上手に書けるかについて勉強 
しよう。（中、国語 3－1、ｐ.1271） 
390)명선이가 여자이면서도 남자아이처럼 행동을 한 이유에 대해 생각해 보자 
(중,국어 1-2, p.157)  
ミョンソンが女の子でありながら男の子のようにふるまった理由について考えてみよ
う。（ 中、国語 1－2、ｐ.157） 
391)물질만능과 배금주의의 폐해에 대해 심사숙고하고 사회의 각계 지도층이 솔선 
수범하여 스스로 근검하게 살면서 남다른 개성을 보여주어야 한다.(쎄느강,p.23) 
物質万能と拝金主義の弊害について深思熟慮して、社会の各界の指導層が率先して、 
自ら勤勉に暮らしながら、特別な個性を見せなければならない。（セーヌ川、ｐ.23） 
392)우리 식생활에 대해서 어떻게 생각하는가?(중,국어 1-2, p.24)  
我々の食生活についてどう思いますか。（中、国語 1－2、ｐ.24） 
393)발표자는 미리 논제에 관하여 연구해야 하며, 원고도 치밀히 준비해야 한다.  
(고,화법, p.215)  
発表者は前もって論題について研究しなればならないし、原稿も緻密に準備しなけれ 
ばならない。（高、話法、ｐ.215） 
394)위르겐 타우츠는 꿀벌에 관하여 세계 최고 수준의 연구를 하는 것은 물론, 대중을  
위한 과학 저술에도 탁월한 능력을 발휘하고 있다.  (통섭의 식탁,p.147) 
 ウィルゲンタウツは蜜蜂について世界最高レベルの研究をするのはもちろん、大衆の 
ための科学の著述にも優れた能力を発揮している。（通歩の食卓、ｐ.147） 




396)독후감이란 책을 다 읽고 난 후, 책의 내용에 관해 자기가 생각하거나 느낀 점을  
글을 가리킨다. (고,작문, p.310)  
 読後感とは本を読み終わってから、本の内容について自分が考えたり感じたことを 
    書いた文章を表す。（高、作文、ｐ.310） 
377)우리는 꽤 오랜 기간 문학에 관해서 공부해 왔다. (고,문학(하), p.366) 
 私たちはかなり長い間、文学について勉強してきた。（高、文学下、ｐ.366） 




















て 123）は「에 대하여(e daehayeo)」類の「에 대해(e daehae) 」が、396)は




















400)로마에 관해 다른 과목에서 배웠던 내용과 괴테가 로마에 대해 말하고 있는 내용이 
어떤 차이를 보이는지 살펴보자.(고,독서, p.365) 
    ローマに関して他の科目で習った内容と、ゲーテがローマについて話している内容に 
どのような差があるか調べてみよう。（高、読書、ｐ.365） 
 














401)이 단원에서는 언어에 관한 이러한 의문들에 대하여 생각해 보고, 우리의 언어 
생활을 살펴본다.(중,국어 1-1,p.213) 
    ここでは言語に関するこのような疑問について考えてみて、私たちの言語生活を調べ
てみる。(中、国語1－1、ｐ.213) 
402)다음은 ‘인터넷 언어 폭력’에 관한 기사이다. ‘우리가 지켜 나가야 할 인터넷 
예절’에 대해서 이야기한 내용을 정리해 보자.(고,국어생활,p.184)  
    次は「インターネットの言語暴力」に関する記事である。「私たちが守らなければなら
ないインターネットのエチケット」について話した内容を整理してみよう。 
     （高、国語生活、ｐ.184） 
 
  401)と 402)は、いずれも「에 관하여(e gwanhayeo)」類の連体形である「에 
관한(e gwanhan)」が包括的な話題に用いられている場合である。それぞれ「언어
（言語）」と「인터넷 언어 폭력 （インターネットの言語暴力）」のような包括的




























「에 대하여(e daehayeo)」類と「에 관하여(e gwanhayeo)」類の意味用法上の
差異について考察する時、「에 관하여(e gwanhayeo)」類のみ用いられやすい場合




そこで本稿では、「에 대하여(e daehayeo)」類と「에 관하여(e gwanhayeo)」類















５－３－１「에 대한(e daehan)」のみ可能な場合  
 
403)정계장에 대한 주위 사람들의 반응 (초, 읽기6-2,p.43) 
 鄭係長に対する周りの反応（小、読み6－2、p.43） 
404)식당에 대한 갖가지 불만.(중,생활국어 2-1,p.34) 
 食堂に対するいろいろな不満（中、生活国語 2－1、ｐ.34）  
405)남편에 대한 구포댁의 반발 (고,문학상,p.277) 
 主人に対するグポ奥さんの反発（高、文学上、ｐ.277） 
406)나에 대한 아내의 원망 (고,국어하,p.186)  
 自分に対する家内の恨み（高、 国語下、p.186) 
407)일제에 대한 명서의 분노 (고,문학상,p.309) 
 日本に対するミョンソの怒り（高、文学上、p.309) 
408)신문 기사에 대한 경멸 (고,국어하,p.111) 
 新聞記事に対する軽蔑（高、 国語下、p.111) 
409)사생활에 대한 침해 (고,화법,p.93) 
 私生活に対する侵害（高、話法、p.93） 
410)어머니에 대한 노여움(나목,p.145) 
 母に対する憤り（ナモク、ｐ.145） 
411)혼혈아에 대한 편견(나목,p.159) 
 混血児に対する偏見（ナモク、ｐ.159） 
412)여성에 대한 차별(한국문화,p.93)  
   女性に対する差別（韓国文化、p.93） 
 











413)말하는 이의 삶에 대한 자세 (중,국어3-2,p.10) 
 話し手の生に対する姿勢（中、国語3－2、ｐ.10） 
414)텔레비전에 대한 글쓴이의 태도 (중,국어3-2,p.83)  
 テレビに対する作家の態度（ 中、国語3－2、ｐ.83） 
 
413)と414)は、後行部分に「姿勢」「態度」がきて、先行部分が受け手（相手）
ではなく対象になる場合である。413)は「삶에 대한 자세 （生に対する姿勢）」が






５－３－２「에 대한(e daehan)」と「에 관한(e gwanhan)」 
415)대호가 숙제에 대한 자기의 생각(초, 읽기1-1, p.70) 
         デホが宿題に対する/についての自分の考え（小、読1－1、ｐ.70） 
416)두 사진에 대한 내 의견 (초,읽기5-2,p140) 
 二枚の写真に対する/についての私の意見（小、読5－2、ｐ.140） 
417)한국에 대한 세계인의 이해 (초,읽기6-2,p124) 
    韓国に対する/についての世界の人の理解（小、読6－2、ｐ.124） 
191 
 
418)사물에 대한 지식 (중,국어1-1,p234) 
 事物にに対する/についての知識（中、国語1－1、ｐ.234） 
419)기여 입학제에 대한 견해 (고,작문,p255) 
    寄与入学制に対する/についての見解（高、作文、ｐ.255） 
420)여성의 사회적 지위에 대한 일반적 인식 (고,문학下,p329) 
 女性の社会的地位に対する/についての一般的な認識（ 高、文学下、ｐ.329） 
421)부모의 친권에 대한 의견(법학,p245) 
 親の親権に対する/についての意見（法学、ｐ.245） 


















423)가정교육에 관한 글쓴이의 의견 (중,국어1-1, p.136) 
 家庭教育についての/に関する作家の意見（中、国語1－1、ｐ.136） 
424)맞춤법에 관한 지식 (중,생활국어3-1, p51) 
192 
 
 綴字方についての/に関する知識（ 中、生活国語3－1、ｐ.51） 
425)행복에 관한 생각 (고,작문, p.87) 
 幸せについての/∗に関する考え（高、作文、ｐ.87） 
426)논제에 관한 이해 (고,화법, p.215) 
 論題についての/に関する理解（高、話法、ｐ.215） 
427)빛의 본질에 관한 견해 (고,독서, p.295) 
 光の本質についての/に関する見解（高、読書、ｐ.295） 
428)유행에 관한 올바를 인식 (고,작문, p.245) 
 流行についての/に関する認識（高、作文、ｐ.245） 















     に関する（○） 
     に対する（○）  










られやすいと言える。韓国語の場合、「에 대한(e daehan)」と「에 관한(e gwanh
an)」いずれも用いられる。 
 
431)방학동안 읽은 책에 대한 생각이나 느낌 (초,쓰기3-2, p.82)  
 休みの間読んだ本についての考えや感想（小、書3－2、ｐ.82） 




433)장애인과 비장애인이 인간으로서 함께 사회를 이루어 나가야 할 것인가에 대한 선
명한 의견 (고,독서, p.191) 
 障害者と非障害者が人間として共に社会を作って行かなければならないことに 
ついての明確な意見（（高、読書、ｐ.191） 
434)1억 원이라는 손해를 누가 부담하게 되는가에 대한 판단(생활법률,p.78) 
  一億ウォンという損害を誰が負担するかについての判断 
（生活法律、ｐ.78） 
435)“이런 무지막지한 책을 쓸 생각을 하고 실천에 옮긴 사람에 대한 궁금증 
 (통섭의 식탁,p.357)  
 「このような非常に無知で荒々しい本を書こうとして実践に移した人についての疑問」 
（通歩の食卓、ｐ.357） 
436)외국인 최초로 문화훈장을 받은 야나기 무네요시에 대한 글(한국어문화,p.55) 
 外国人としては最初に文化勲章をもらった柳宗義についての文章 
 （韓国語文化、ｐ.55） 










になるほど「에 관한 (e gwanhan)」が用いられやすいと言える。 
 
438)인간존재에 대한 해명 (고,독서,p.187) 
 人間存在についての解明（高、読書、ｐ.187）  
 
 438)は後行部分に「解明」のような思考表現を表す語がきて、先行部分が「話題」




 gwanhan)」は 不自然であると言える。 
 
439)독도를 지키셨던 할아버지들에 대한 이야기 (초,읽기5-2, p.144) 
 独島を守ったお爺さんたちについての話（小、読5－2、ｐ.144） 
440)독도에 관한 재미있는 이야기 (초, 읽기5-2, p.143) 
 独島に関するおもしろい話（ 小、読5－2、ｐ.143） 
441)수업 준비물에 대한 설명 (초,읽기6-1, p.42) 
 授業の持ち物についての説明 （小、読6－1、ｐ.42） 
442)렘수면에 관한 설명 (중,국어2-1, p202) 
 レム睡眠に関する説明（中、国語2－1、ｐ.202） 
443)돼지의 생김새에 대한 내용 (중,,생활국어1-2, p.77) 
豚の外見についての内容（中、生活国語1－2、ｐ.77） 
444)김소월에 관한 내용 (중,국어3-1, p225) 
金ソウォルに関する内容（中、国語3－1、ｐ.225） 
445)우리나라에 사는 나비에 대한 책 (초,말듣3-2, p29) 
我が国に生殖している蝶々についての本（小、話聞3－2、ｐ.29） 




447)입학지원서를 읽으실 선생님들의 대한 정보 (중,생활국어3-2, p.66) 
入学願書をお読みになる先生たちについての情報（中、生活国語3－2、ｐ.66） 
448)김치의 과학성에 관한 정보 (중,생활국어1-1, p.73) 
キムチの科学性に関する情報（中、生活国語1－1、ｐ.73） 
449)훈민정음을 창조한 역사적 사실에 대한 두 편의 글 (중,국어1-2, p.100) 
 訓民正音を作った歴史的事実についての二つの文章 





なる場合である。439)～450)では、「에 대한(e daehan)」と「에 관한 (e gwanha
n)」は、先行部分によって決められる。奇数の例、例えば、439)・441)・443)・44
5)・447)・449)は偶数の例に比べて、やや具体的であり、偶数の例、例えば、44




ればなるほど「에 관한 (e gwanhan)」が用いられやすいと言える。 
 
451)여기서는 김구 선생에 관한 다양한 자료를 싣고 있어, 선생의 삶과  
정신세계에 대한 정보를 얻을 수 있다. (고, 국어상, p.97) 
ここでは金九先生に関する多様な資料を持っており、先生の生と精神世界につい 
ての情報が得られた。（高、国語上、ｐ.97） 














きは「김구선생의 삶과 정신세계에 관한 정보（金九先生の生と精神世界に関する
情報）」という包括的な内容としても用いられる。452）の「에 관한 (e gwanhan)」
も、「다윈의 이론인 진화론과 그 사상（ダーウィンの理論である進化論とその思
想 ）」という 包括的な内容と共起し、「에 대한(e daehan)」は、「ダーウィンは
どんな人であるか」というやや具体的な内容と共起している。もちろん「ダーウィ
ン」も単独で使われるときは「ダーウィンに関する本 」のように包括的な内容とし




453)사랑에 관한 몇 가지 실속 없는 추억들(달콤한 나의 도시,p.336) 
  愛に関するいくつか中身のない思い出（甘ったるい私の都市 、ｐ.336） 
454)결혼식에 관한 제반 사항(달콤한 나의 도시 ,p.385) 
結婚式に関するあらゆる事情（甘ったるい私の都市、ｐ.385） 
455)문장을 짓은 능력과 정책에 관한 의견(한국사,p.142) 
文章を作る能力と政策に関する意見（韓国史、ｐ.142） 
456)토지와 노비에 관한 제반문제(한국사,p.206) 
土地と老婢に関する諸問題（韓国史、ｐ.142） 
457)단군의 출생과 즉위에 관한 신화(한국문화,p.186) 
タングンの出生と即位に関する神話（韓国文化、ｐ.186） 
458)작가의 태도 등에 관한 연구(교양언어학,p.275) 
作家の態度などに関する研究（教養言語学、ｐ.275） 
 
 453)～458)の例は、「에 관한 (e gwanhan)」と共起しやすい場合である。後行
部分に「思い出、事情、意見、問題、神話、研究」などの知的行為を表す語と共起
して、話題を表しているが、話題が「문장을 짓는 능력과 정책（文章を作る能力と
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政策 ）」、「토지와 노비（土地と老婢）」、「단군의 출생과 즉위（檀君の出生
と即位）」、「작가의 태도 등（作家の態度など）｣のいろいろな側面の内容を含ん
だ包括的な話題であったり、文の中に「몇 가지（いくつか ）」や「제반（あらゆ
る ）」のような複数を表す語が現われるとき、「에 관한 (e gwanhan)」が用いら
れやすいと言える。 
 
459)‘책의 역사와 출판문화에 관한 박물학적 에세이’(고,독서.p.49) 
「本の歴史と出版文化に関する博物学的エッセイ」（高、読書、ｐ.49） 
460) ‘야간 자율학습에 관한 건의문’(고,작문,p248) 
「夜間自由学習に関する建議書」（高、作文、ｐ.248） 






も可能であるが、「에 관한 (e gwanhan)」が自然である。元々「タイトル」とい
うのは、「題目」や「表題」の意味で格式ばっており、形式的なニュアンスを持っ
ているので、「에 관한 (e gwanhan)」がより相応しい。つまり、「タイトル性」
が強いほど「에 관한 (e gwanhan)」が用いられやすいと言える。 
 
462)「어휘소간의 의미관계에 대한 재검토」(국어 용언의 의미 분석,p.344) 
 「語彙素間の意味関係についての再検討」（国語用言の意味分析、ｐ.344） 
463)「상태성과 동작성에 대한 고찰」(국어 용언의 의미 분석,p.346) 
  「相対性と動作性についての考察 」（国語用言の意味分析、ｐ.346） 
464)「한국어 교육에 대한 논고」（한국어 교육의 이해,p.32） 
  「韓国語教育についての論考」（韓国語教育の理解、ｐ.32） 
 





aehan)」が用いられやすいと言える。前にも触れたように「에 대하여(e daehaye 
o) /에 대해(e daehae) / 에 대해서(e daehaeseo)」の場合も「에 대하여(e daeh 
ayeo)」が論文のタイトル（内容提示）に用いられやすい傾向があった。 
 
465)「동음이의어에 대하여」(국어 용언의 의미 분석,p.343) 
  「同音異義語について 」（国語用言の意味分析、ｐ.343） 
466)「명사의 의미분류에 대하여 」(국어 용언의 의미 분석,p.352) 
「名詞の意味分類について」」（国語用言の意味分析、ｐ.352） 
467)「국어 어휘의 특성에 대하여」(국어 어휘론 개설, p.363) 
「国語語彙の特性について」（国語語彙論の概説、ｐ.363）  
 




ほど「에 관한 (e gwanhan)」が用いられやすいと言える。 
 
５－３－３「에 관한(e gwanhan)」のみ可能な場合 
国定教科書でも、一般の書籍でも「에 관한 (e gwanhan)」のみ用いられる例は
非常に少なかった。 
468)주택 개량 촉진에 관한 임시조치법 (중,국어3-1, p.120) 
住宅改良促進に関する臨時措置法（中、国語3－1、ｐ.120） 
469)국제적으로 중요한 습지에 관한 협약인 ‘람사협약’ (고,작문, p.71) 
国際的に重要な湿地に関する協約の「ラムサ協約」（高、作文、ｐ.71） 
470조세제도와 토지제도,노비매매 등에 관한 경제관련 법률(한국사,p.257) 
租税制度と土地制度、老婢売買などに関する経済関連法律（韓国史、ｐ.257）  












「タイトル(内容提示)」になる。つまり、「에 관한 (e gwanhan)」は「法」や
「協約」などの法律関連の語と共起して、「法律関連のタイトル（内容提示） 用法」
を持つ。「法律関連のタイトル（内容提示） 用法」 は「에 관한 (e gwanha n)」
のみ可能である。 
 
475)돈을 빌리는 기간에 대한 내용(생활법률119,p.17) 
 お金を借りる期間についての内容（生活法律119、ｐ．17） 
476)천만 원의 명목과 이자에 대한 합의(생활법률119,p.30) 
2千万ウォンの名目と利子についての合意（生活法律119、ｐ．30） 
477)구체적인 사항에 대한 결정(법학,p. 115) 
具体的な事項についての決定（法学、ｐ。115） 
478)소송에 관한 서류의 내용(법률콘서트,p331) 
訴訟に関する書類の内容（法律コンサート、ｐ．331） 
479)대학의 자율성에 관한 문제(법학,p119) 
大学の自律性に関する問題（法学、ｐ．119） 
480)가등기담보와 명의신탁 등에 관한 법률적 문제(법률콘서트,p7)  
















481)우리는 이들 사상에 관한 한 이웃의 중국이나 일본과 꼭 같은 문화전통을 이
어받아 왔다. (고,국어下, p313) 
 我々はこれらの思想に関する限り隣の中国や日本と同じような文化伝統を受け継 
いできた。(高、国語下、ｐ．313) 




483)스스로 과학에 관한 한 철저한 문외한이었다고 고백한다.(통섭의 식탁,p344) 
自ら科学に関する限り徹底的に門外漢であったと告白した。 









481)～485)の例は、「에 관한 (e gwanhan)」の定型化された表現である「에 관
한 한 (e gwanhan han)」のみ用いられている場合である。これは、「에 관한  





を限定している場合である。つまり、「에 관한 (e gwanhan)」は、「에 관한 한 
(e gwanhan han)」という定型化された形で「話題限定用法」を持つと言える。 
 
486)자기 일에는 어설픈 주제에 남의 일에 관해서라면 항상 예리하게 정곡을 찌르
는 그녀다.(달콤한 나의 도시 .p274) 
 自分の事には中途半場なのに人に事に関してならいつも鋭く核心を突かされた女 
だ。（甘ったるい私の都市 、ｐ．274） 




 관해서라면（e gwanhaeseoramyeo 、に関してなら）」と「에 관해서만큼은(e dae
haeseomankeueun、に関してなら」が話題を限定している場合である。この場合は
「에 대해서라면（e daehaeseoramyeo 、に関してなら）」や「에  대해서만큼은(e
 daehaeseomankeueun、に関してなら」に置き換えられるが「에 관해서라면（e gwa




以上で、後置詞「에 대하여(e daehayeo)」類と「에 관하여(e gwanhayeo)」類











括的な話題」になるほど「에 관한 (e gwanhan)」が用いられやすい。 




っていくほど「에 관한 (e gwanhan)」が用いられやすいと言える。 
4）「에 대한(e daehan)」と「에 관한 (e gwanhan)」が一つの文の中に共に用 
いられた場合、「에 관한 (e gwanhan)」は「話題」を、「에 대한(e daehan)」
は「話題の一部分」を表す。 




6）「에 대한(e daehan)」は「에 대하여(e daehayeo)」類と同じ用法を持って
いるのに対し、「에 관한 (e gwanhan)」は「法、 協約」などの法律関係の
文章では「에 관하여(e gwanhayeo)」類と同じく用いられていたが、その他
は連体形の、「에 관한 (e gwanhan)」の形で多く使われている。 
7）後置詞において元動詞の意味特性が強く反映される場合、その表現の独自的な
用法として用いられやすい。例えば、「에 대하여(e daehayeo)」類と「에 
대한(e daehan)」の「態度の対象（相手）の用法」と、「에 관한 (e gwanha
n)」の「法律関連のタイトル（内容提示）用法」がそれである。また「에 대
한(e daehan)」は先行部分にくる対象の種類が多様であるが、「에 관한 (e 
gwanhan)」は、先行部分にくる対象の範囲が広くて包括的である。 
 
 以上で、後置詞 「에 대하여(e daehayeo)」類と、「에 관하여(e gwanha yeo)」
類の意味用法上の差異について考察するために、小・中・高の国語国定教科書や一
般の書籍を用いて、形態・頻度・意味の三つの視点から分析してみた。「에 대하여




は連体形の「에 대한(e daehan)」と同じ意味領域を持っているが、「에 관하여(e 
gwanha yeo)」類はその殆どが、「에 관한 (e gwanhan)」で多く使われている。こ
れはおそらく、「에 관하여(e gwanha yeo)」類の元動詞「관하다(gwanhada) 」と
の関係が強いからだと思われる。つまり、「관하다(gwanhada) 」が述語としての機
能が薄れてその類語である「관련하다（gwanryeonhada）/관련되다(gwanryeondoed
a)」に代わって用いられ、「에 관하여(e gwanha yeo)」類は慣用的な連体形の、
「에 관한 (e gwanhan)」の形で用いられる。また、 頻度の面では、「에 대하여(e
 daehayeo)」類が用いられやすくなっているが、意味用法では、「에 대하여(e dae
hayeo)」類と、「에 관하여(e gwanha yeo)」類はそれぞれ後置詞としての独自の用
法を持っていることが分かる。次の章では、後置詞「에 대하여(e daehayeo)」類
と「에 관하여(e gwanha yeo)」類の意味用法上の差異についてさらに詳しく調べる
ために、日本語の「について」「に関して」「に対して」とそれぞれの連体形につ
いて考察する。 
 次は、第 4 章の「에 대하여(e daehayeo)」類 、「에 관하여（e gwanhayeo）」 
類と、その連体形の「에 대한(e daehan)」「에 관한 (e gwanhan)」の用例に用い
られた文章の中で、後行部分の表現を纏めたものである。 
 
１）「에 대하여(e daehayeo)」類  - 심리활동（心理活動） 
평가하다(評価する ), 관심을 가지다(関心を持つ ), 실망하다(失望する ), 도덕적 
관심을 가지다(道徳的に関心を持つ), 관심과 호기심을 가지다(関心と好奇心を持つ), 
불편 해 하다(不便だと思われる), 걱정하다(心配する), 올바른 지식을 가지다 (正し
い知識を持つ), 회의와 비판도 할 수 있다(議論も批判もできる), 정서적 반응을 
나타내다(情緒的な反応を現わす), 소용이 있다(役に立つ), 당연한 것으로 여기다(当
たり前のように思う), 자부심을 가지다(自負心を持つ), 물러서지 않는다(退かない), 
우려를 제기하다(憂慮を申し立てる ), 반성하다(反省する ), 좋지 않는 생각을 
가지다(よくない考えをもつ ) 서운한 빛을 보이다(残念な気を見せる ), 감정을 
가지다(感情を持つ), 책임을 느끼다(責任を感じる), 자부심을 느끼다(自負心を感じ
る), 사과하다(謝る), 강요하다(強要する), 태도를 가지다(態度をとる)/지니다(持
つ ), 반응하다(反応する ), 항의하다(抗議する ), 그럴법하다(もっともらしい ), 
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인식하다(認識する), 처벌받다(処罰される), 관심을 기울이다(関心をそむける), 
두려워함을 가지다(恐怖心を持つ), 채근하다(催促する), 안타까워하다(哀れに思う), 
반응을 보이다(反応を見せる ), 공허하다(むなしい ), 불평하시다(不平を言う ), 
신용하다(信用する), 부담을 느끼다(負担を感じる), 저항감을 느낄 수 없다(抵抗感
を感じられない), 저항하다(抵抗する), 항의를 제기하다(抗議を提起する), 해답을 
제시하다(回答を提示する), 예찬하다(礼賛する), 불만이 많다(不満が多い), 관심을 
갖다(関心を持つ), 찬성하다(賛成する), 반대하다(反対する), 찬사를 보내다(賛辞を
送る), 기대하다(期待する), 평하다(評する), 깨닫다(覚る ), 품다(抱く), 가슴 
두근거리다(どきどきする), 자책하다(自責する), 불만을 품다(不満を抱く), 관심을 
두다(関心 を 持 つ ), 관심이 많다(関心 が 多 い ), 불신하다(信 じ な い ), 감동을 
받다(感動する), 아무리 많이 알아도 부족하다(どんなにたくさん知っていても足りな
い ), 배타적이다(排他的だ ), 동경심을 갖다(憧れを持つ ), 오해하다(誤解する ), 
관심을 가지다(関心を持つ ), 태도를 취하다(態度をとる ), 후회하다(後悔する ), 
부정적인 태도를 갖게 한다(否定的な態度を取らせる), 놀라움을 표시하다(驚きを
表示する), 동의하다(同意する), 같은 비중을 두고 있다(同じの比重をとっている), 
개탄하다(慨嘆する), 안심하다(安心する), 화가 나다(腹が立つ), 동조하다(同調す
る), 못마땅하다(気に食わない), 각성하다(覚醒する), 초조한 심정을 밝히다(いらだ
つ心情を明らかにする), 죄를 짓다(罪を犯す), 불신과 혐오감을 가지게 되다(不信と
嫌悪感を持つようになる), 신경을 쓰다(気にする), 저항하다(抵抗する), 호의적인 
감정을 가지다(好意的な感情を持つ ), 연애 감정이 없다(恋愛感情を持たない ), 
눈물짓다(涙する), 기대하다(期待する), 무시하다(無視する), 무관심하다(無関心だ), 
분노가 들끓다(怒りで熱狂する), 불만을 가지다(不満を持つ), など  
 
2）「에 대하여(e daehayeo)」類  - 언어활동（言語活動） 
말하다(言う), 소개하다(紹介する), 이야기하다(話す), 설명하다(説明する), 읽어 
보자(読んでみる), 이야기를 나누어 보자(話してみよう), 말씀 드려 보자(言ってみ
よう), 설명해 보자(説明してみよう), 발표하다(発表する), 의견을 나누다(話し合
う), 이야기를 주고받다(やり取りする), 의논하다(相談する), 이야기 해주다(話して
あげる), 알려주다(知らせる), 토론을 해보자(議論してみよう), 대화를 나누다(対話
する), 고발하다(告発する), 토의해 보다(討議してみる ), 질문하다(質問する ), 
대화를 하다(対話する), 말하지 않았다(言わなかった), 말하여 보자(言ってみよう), 
이야기해 보자(話 し て み よ う ), 반론을 제기하다(反論 を 提起 す る ), 질문을 
해보다(質問をしてみよう), 토의를 해보다(討議をしてみる), 토론을 하다(討論する), 
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인터뷰하다(インタビューする), 여쭈어 보다(聞いてみる), 수군거리다(ひそひそと話
す), 사실을 말하다(事実を言う), 서로 의견이 다른 글을 읽다(互いに意見の違う文
を読む), 말해 보자(言ってみる), 상담하다(相談する), 해설을 담다(解説を盛り込ん
だ), 대답하다(返事する), 양측의 주장을 담다(両側の主張を盛り込む), 건의하다(申
し述べる), 반박하다(反論する), 건의 드리다(申し述べる), 답하다(答える), 대화를 
나누다(話し合う), 토의하다(討議する), 말해보자(言ってみよう), 질문하였다(質問
した), 진술하다(陳述する), 의견을 말하다(意見を述べる), 발표하다(発表する), 
공표하다(公表する), 말해 보아라(行ってみなさい), 언급하다(言及する), 묻다(聞
く), 말을 많이 하다(たくさんのことを話す), 응답하다(応答する), 소개해 보다(자) 
(紹介してみる(みよう)), 말하고 듣다(話して聞く), 쓰다(書く), 적다(書く), 
추리하여 질문하다(推理して質問する), 충고하다(忠告する), 발표하여 보자(発表し
てみよう), 제안하다(提案する), 보고하다(報告する), 발언하다(発言する), 설교를 
듣다(説教を聴く) など。  
 
3）「에 대하여(e daehayeo)」類  - 사고활동（思考活動） 
궁금하다(気になる), 생각하다(考える), 생각해 보자(考えてみよう), 공부하다(勉強
する), 고민하다(悩む), 알다(わかる), 보고 듣다(見たり聞いたりする), 정리하여 
보자(まとめてみよう), 생각해 보다(考えてみる), 조사하다(調べる), 알아보다(調べ
てみる), 떠올려 보다(思い出してみる), 따져 보다(是非をとってみる), 의견을 
가지다(意見を持つ), 설명을 만들다(説明を作る), 알 수 없다(わからない), 의견이 
여러 가지다(意見が色々ある), 알 수 있다(わかる), 알고 싶다(知りたい), 조사하여 
정리하다(調べてまとめる), 조사해 보다(調べてみる), 생각하게 해 주다(思い出させ
る), 알게 되다(わかるようになる), 학습하다(学習する), 이해하다(理解する), 
연구하다(研究する), 비하다(比する), 비판적인 견해를 제시하다(批判的な見解を
提示する ), 정리해 보자(まとめてみよう ), 조사해 보자(調べてみよう ), 알아 
보다(調べる), 관찰하다(観察する), 분석하다(分析する), 살펴보다(調べてみる), 
추리하다(推理する), 상상하다(想像する), 학습하다(学習する), 논하다(述べる), 
이해하다(理解する), 배웠다(習った), 공부하자(勉強しよう), 아는 것이 없었다(何
も 知 ら な か っ た ), 논쟁이 되다(論争 に な る ), 살펴보자(調 べ て み よ う ), 
비판하다(批判する), 알아보다(調べてみる), 타당한 의견인지 판단한다(妥当な意見
か判断する), 의견을 듣다(意見を聞く), 사회의식을 보여주다(社会意識を見せてや
る), 생각을 정하다(考えを決める), 잘 모르다(よく知らない), 판단을 내리다(判断
を下す), 태도를 취하다(態度をとる), 판단하다(判断する), 살펴보자(調べてみる),  
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수집하다(収集する), 분석하다(分析する), 점검하다(点検する), 정책을 펴다(政策を
広 げ る ), 의견을 듣다(意見 を 聞 く ), 의견을 모으다(意見 を 集 め る ), 조언을 
듣다(助言を聞く ), 설문지를 돌리다(アンケートを配る ), 주장을 논리적으로 
펼치다(主張を論理的に広げる), 준비하다(準備する), 공부해 보자(勉強してみよう), 
비판해 보다(批判してみよう), 알아두다(知っておく), 쓰다(使う), 안다(抱く), 
배우게 되다(習うようになる ), 평가하다(評価する ), 밝히다(明らかにする ), 
묘사하다(描写する), 의견을 나누어보다(意見を交わしてみる), 고민하다(悩む), 
조사하다(調査する), 여러 종류의 글을 쓸 수 있다(色々な種類の文体が書ける), 
논의하다(論議する), 깜깜이다(真っ暗だ), 이해하며 감상하다(理解しながら鑑賞す
る ), 학습할 필요가 있다(学習 す る 必要 が あ る ), 알고 있다(知 っ て い る ), 
고려하다(考慮する), 다양한 인상과 판단을 제공한다(多様な印象と判断を提供する), 
여러 가지 설이 있다(いろいろな説がある), 다양한 답이 있다(色々な答えがある), 
듣다(聞く), 논란이 일다(論難を招く), 다양한 견해가 있다(多様な見解がある),  
메모해 두다(メモしておく), 의견이 다르다(意見が違う), 논의가 있었다(議論があっ
た), 신랄한 풍자와 비판이 가해지다(辛辣な風刺と批判が加わる), 토의해 보자(討議
してみよう), 알고자 하다(わかろうとする), 협의하다(協議する), 논의하다(論議す
る), 어떤 느낌을 가지다(なんとなく感じる), 알지 못하다(わからない), 모르다(知
らない), 중독증을 논하다(中毒症を述べる), 보다(見る), 평가하며 읽기를 할 수 
있다(評価しながら読める), 해석하다(解釈する), 연구가 이루어지다(研究が行われ
る), 익히다(覚える), 기록하다(記録する), 평가하다(評価する), 눈을 뜨다(目を覚
ます), 생각하다(考える), 어떤 판단을 하다(ある判断をする), 검토해 보자(検討し
てみる), (부정적인)견해를 서술하다(否定的な見解を述べる), 깨달음을 주다(覚らせ
っる), 생각을 표현하다(考えを表現する), 평가해 보자(評価してみよう), 비평해 
보자(批評してみよう), 평가할 수 있다(評価できる), 점검을 하다(点検をする), 
의식하다(意識する ), 수집하다(収集する), 배우게 되다(習うようになる ), 배울 
것이다(習うはずだ), 논평하다(論評する), 써 보다(使ってみる), 의견을 나누어 
보다(意見を話し合ってみる ), 눈뜨다(目覚める ), 전망하다(展望する ), 견해를 
밝히다(見解 を 明 か す ), 기술 하다(記述 す る ), 분석하다(分析 す る ), 밝혀 
제시하다(明かして提示する), 예상하다(予想する), 답을 정해 두다(答えを決めてお
く), 근거를 제시하다(根拠を提示する), 내다보다(外を眺める), 인식을 가지다(認識
を 持 つ ), 파악하다(把握 す る ), 지적하다(指摘 す る ), 개설하다(解説 す る ), 
논의하다(論議する), 성찰하다(省察する), 새 말을 만들다(新しい言葉を作る) など 
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4）「에 관하여（e gwanhayeo）」類 – 언어활동（言語活動） 
언급하다(言及する), 말하다(言う), 설명하다(説明する), 적어 놓다(書いておく),  
쓰다(書 く ), 물어보다(聞 い て み る ), 의견을 교환하다(意見 を 交換 す る ), 
발표되다(発表される) など。 
 
 5）「에 관하여（e gwanhayeo）」類  - 사고활동（思考活動） 
배우다(習 う ), 파악하다(把握 す る ), 배우다(学 ぶ ), 연구하다(研究 す る ), 
공부하다(勉強する), 필요한 정보를 찾아보자(必要な情報を調べてみる), 전문적인 
강연을 하다(専門的な講演をする), 주관식 문제를 만들자(主観的な問題を作ろう), 
요약하다(要約する), 결정을 내려준다(決定を下してやる), 견해를 같이하다(見解を
一緒にする), 쓰다(書く) など。 
 
6）「에 관하여（e gwanhayeo）」類 - 기타(その他) 72 
자유롭다(自由だ ), 정곡을 찌르다(正鵠を射る ), 문외한이다(門外漢だ ), 우위를 
빼앗기다(優位を見逃す ), 심각한 전장이다(深刻な戦場だ ), 선택박은 사람 중의 
하나다(選ばれた人の中の一人だ。) など。 
 
7）「에 대한(e daehan)」– 심리표현（心理表現） 
마음(心), 관심(関心), 효심(孝心), 추억(思い出), 예의(礼儀), 그리움(懐かしさ),  
애정(愛情), 욕망(欲望), 감정(感情), 태도(態度), 앙갚음(仕返し), 반응(反応), 차 
별(差別), 편견(偏見), 인상(印象), 감성(感性), 교양(教養), 흥미(興味), 노여움 
 (怒り), 공포(恐怖), 평가(評価), 평(評), 자세(姿勢), 태도(態度),지식(知識),  
무지(無知), 관심(関心), 박해(迫害), 원망(恨み), 사랑(愛), 애정(愛儒), 열정(熱 
情),열애(恋愛), 책임감(責任感), 책임(責任), 열등감(劣等感), 친밀감(親密感), 
만족감(満足感), 만족도(満足度) ,혐오감(嫌悪感), 미련(未練), 불안(不安), 기대 
 (期待), 호기심(好奇心), 자신감(自身感), 오해(誤解), 자부심(自負心), 소질(素 
 質) ,두려움(恐れ), 기쁨(裏しい), 인식(認識), 예절(躾), 사연(事由), 경험(経験), 
                                           
72 <에 관하여（e gwanhayeo）類のその他の語は、主に「에 관하여（e gwanhayeo）」類の「話
題限定用法」に用いられている語で、その数が少ない。「話題限定用法」に用いられている「 
에 관하여（e gwanhayeo）類」の表現としては、「에 관해서라면（e gwanhaeseoramyeon、に
関してなら）」と「에 관해서만큼은(e daehaeseomankeueun、に関してなら」が、「에 관한 
한 (e gwanhan han)、に関する限り」などが挙げられる。 
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 대책(対策), 집중력(集中力), 내성(内省), 대비(備 え ), 충정(심) (忠誠(心), 
기억(記憶), 경험(経験), 체험(体験), 꿈(夢) ,소양(所要), 이미지(イ メ ー ジ ), 
경멸(軽蔑), 불신감(不信感), 아쉬움(惜 し さ ), 갈망(渇望), 동질감（同質感）, 
부담감(負担感), 자신감(自身感), 속마음(内面), 질투심(嫉妬心),  
수치심(羞恥心), 수치감(羞恥感), 집착심(執着心), 의무(義務), 투자(投資),포상(褒 
賞), 대결(対決), 수급권(受給権), 서글픔(むなしさ), 두려움(恐れ), 그리움(思い 
出), 걱정(心配), 근심(謹慎), 심기(心気), 심정(心情), 한탄(嘆き), 욕심(欲気),  
염려(念慮), 기쁨(うれしさ), 예감(予感), 보상심리(補償心理), 집착(執着), 회의 
(会議), 경멸감(軽蔑感), 자책감(自責感), 아쉬움(物足りなさ), 회한의정(悔恨の情),  
신앙심(信仰心), 찬양(崇め称え), 희망(希望), 열망(熱望), 예찬(礼賛), 찬미(賛美),  
비애(悲哀), 기다림(待ち焦がれ), 동경(憧れ), 외경심(畏敬心), 연민(憐憫), 향수 
(郷愁),안타까움(哀れな気持ち), 신뢰함(信頼), 염원(念願), 자부심(自負心), 반성 
(反省), 존경심(尊敬心), 사랑(愛), 감동(感動), 열등감(劣等感), 전망(展望), 노여 
움(怒り), 압박감(圧迫感), 믿음(信頼), 감정(感情), 애착(愛着), 각성(覚醒), 신념 
(信念), 불안(不安), 불만(不満), 환멸(幻滅), 반감(反感), 침해(侵害), 질책(叱責), 
비난(非難), 반항(反抗), 저항의식(抵抗意識), 책임(責任), 반칙(反則), 욕구(欲求), 
갈등(葛藤), 의심(疑 い ), 평가(評価), 서평(書評), 논평(論評), 요청(要請), 
반발(反発), 반감(反感), 반동 (反動), 횡포(横暴),증오(憎悪), 찬성(賛成), 관심 
(関心), 흥미(興味), 애정(愛情), 오해(誤解), 정서(情緒), 자세(姿勢), 정의(正義), 
책임(責任), 금기(禁忌), 도전(挑戦), 찬탄(賛嘆), 투쟁(闘争) など。  
 
8）「에 대한(e daehan)」– 언어표현（言語表現） 
이야기(話), 설명(説明), 해설(解説), 광고(広告), 속담(諺), 격언(格言), 소문(う 
わさ), 말하기(言い方), 질문(質問), 경험담(経験談), 언급(言及), 토의(討議), 토 
론(討論), 소개(紹介), 진술(陳述), 호칭(呼称), 말(言葉), 풍자(風刺), 우리말(わ 
が言葉), 해명(解明), 소리(音), 질의(質疑), 답변(答弁), 고백(告白), 변명(言い
訳), 주장(主張), 의견(意見), 항거(抗拒), 호칭어(呼称語), 노래(歌), 외침(叫び), 
시비(是非), 표현(表現) など。 
 
9）「에 대한(e daehan)」 - 사고표현（思考表現） 
생각(考え), 이해(理解), 인식(認識), 느낌(感じ), 의견(意見), 주장(主張), 견해  
(見解), 정보(情報), 내용(内容), 책(本), 글(文字), 자료(資料), 까닭(訳), 이유( 
理由), 연구(研究), 연구결과(研究結果), 설문조사(アンケート調査), 근거(根拠), 
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해결방안(解決法案), 재판(裁判), 규칙(規則), 기준(基準), 교훈(教訓), 지혜(知恵), 
관점(観点), 계획(計画), 시야(視野), 감상문(感想文), 기사문(記事文), 감상(鑑賞) 
해석(解析), 신문기사(新聞記事), 학습과 연구(学習と研究), 묘사(描写), 분별력(弁 
別力), 상식(常識), 자기점검(自己点検), 교육(教育), 단서(糸口), 깨달음(悟り ), 
눈뜸(目覚め), 결정(決定), 소양(素養), 통계(統計), 분석(分析), 소감(所感), 답( 
答え), 대답(返事), 해답(回答), 반론(反論), 발견(発見), 생각(考え), 정보이해(情 
報理解), 논의(論議), 탐구(探求), 소개문(紹介文), 기사(記事), 묘사(描写), 전기 
(電気), 독후감(読後感), 독서(読書), 기록(記録), 용례(用例), 안내서(案内書), 견  
문(見聞), 예지(予知), 자각(自覚), 성찰(省察), 내용(内容), 지론(持論), 지식(知 
識), 사고(思考), 개념(概念), 조사(調査), 이론(理論), 관찰(観察), 관념(観念),  
사색(思索), 통찰(洞察), 시각(視覚), 고찰(考察), 문제(問題), 안목(眼目), 가설( 
仮説), 진리(真理), 학습(学習), 학습경험(学習経験), 의미(意味), 근거(根拠), 답 
(答え), 답변(答弁), 해답(回答), 대답(返答), 답장(返事), 성찰(省察), 독서방법( 
読書方法), 사례(事例), 교육(教育), 시험(試験), 시스템(システム), 발췌(抜粋),  
본문(本文), 판단(判断), 비판(批判), 관점(観点), 반성(反省), 검증(検証), 가정( 
過程), 고려(考慮), 소감(所感), 검토(検討), 고민(悩み), 의논(議論), 반론(反論), 
점검(点検), 재고(在庫), 신념(信念), 집념(執念), 참여의도(参加意図), 회고(回顧), 
회상(回想), 의지(意思), 해결(解決), 반응(反応), 찬반론(賛反論), 깨우침(悟り), 
분별력(分別力), 낙관론(楽観論), 궁금증(気がかり), 가치(価値), 조작(操作), 규제 
(規制), 제한(制限) など。 
 
10）「에 관한 (e gwanhan)」 – 언어표현（言語表現） 
책(本), 이야기(話), 내용(内容), 그림(絵), 소식(消息), 말(言葉), 의견(意見), 격 
언(格言), 설명문(説明文), 안내문(案内文), 광고문(広告文), 소문(うわさ), 토론( 
討論), 노래(歌), 뉴스(ニュース), 설명(説明), 격언(激減), 물음(疑い), 문제(問題) 
항의(抗議), 뉴스(ニュース), 대화(対話), 경고(警告) など。 
 
11）「에 관한 (e gwanhan)」 – 사고표현（思考表現） 
정보(情報), 글(文字), 책(書物), 일반원리(一般原理), 지식(知識), 내용(内容), 결 
정(決定), 궁금증(疑い), 문제풀이(問題解け), 문제(問題), 임시조치법(臨時措置法),  
논의(議論), 연구(研究), 분석(分析), 실험(実験), 자료(資料), 기사(記事), 생각 
(考え), 기록(記録), 지식(知識), 에세이(エッセイ), 수필(主筆), 사고(事故), 견 
해(見解), 건의문(嫌疑文), 인식(認識), 답(答え), 내용(内容), 이론(理論), 사항 
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(事項), 원리(原理), 통념(通念), 정서(情緒), 규칙(規則), 협약(協約), 고찰(考察), 




   
第5章では、後置詞「について」「に関して」「に対して」と、それに対応する
















２－１ 「に対して」と「에 대하여(e daehayeo)」類のみ可能な場合 
488)彼は妻や子どもに対して愛情をもっていた。(心 、p.67) 
        に（○） 
489)彼は僕に対していつも変わることなく親切だったし、あれこれ面倒をみてくれた。   




         に（○） 
491) 彼は仲間に対して圧迫感を抱いている。(新潮文庫 100冊) 
      に（○） 
492)「私は、田口みやさんに対して、なんら、責任を感ずるようなことはしていません。」
に（○）              (新潮文庫 100冊) 
493)娘はぞろりと伊川治を見上げ見下ろして、「ずいぶんでかい口きくわね」 
「きみこそ客に対して無礼だと思うがね」(男と女のあいだには上、p.69) 
       に（○） 
494)「自分の中にも偏見があるかも知れない。しかし、朝鮮人に対して差別されているか 




に（○）                 (笑談笑発、 p.87) 
496)큰형이나 아버지에 대해 경외감을 가질 수밖에 없었습니다.(창원대신문,2001.1.8) 
         에게(ege 、○) 
  一番上の兄や父に対して畏敬の念を持たざる得なかったです。 
          に（○） 
（昌原大の新聞. 2001.1.8） 
497) 남자는 타인이 자신에 대해서 비판하고 충고하는 것을 좋아하지 않는다.(作例) 
           에게(ege 、○) 
男の人は他人が自分に対して批判し忠告することを好まない。 
         に（○） 
498)기업가가 근로자에게 고마워하는 마음, 근로자가 기업에 대해서 감사하는 마음이  
                          에（e、○） 
줄어들고, 또 불편을 참는 마음이 줄어들고…(조선일보，2003.6.9)  
 企業家が勤労者にありがたいと思う気持ち、勤労者が企業に対して感謝している気持 




499）엘리베이터 속에서 우리들은 벌써 어머니에 대해 무관심했다. (作例) 
                     에게(ege 、○) 
  エレベータの中にいるときから私たちは既に母に対して無関心だった。 






















502）이 자리에서 “학문탐구 기회를 축소시키고 선후배 사이를 멀게 만드는 학부제에 
대해 반대한다.”는 입장을 밝혔다.(창원대신문,2001.1.8)  




503）사실 재벌그룹들 중에서 현재의 IMF에 대해서 자신들이 책임이 있다고 생각하는 








も用いられる。また 502)や 503）も「학부제에 대해 이야기한다(学部制について話





韓国語の場合、501）と 503）は助詞「에(e、に )」と置き換えられるが、502）は 
助詞「에(e、に )」と「을(ul) 」共に置き換え可能である。また 500）は先行部分
が「僕」のような人の場合は助詞「에게(ege、に )」と置き換えられるが、「人生」
の場合は助詞「에(e、に )」を用いると不自然である。「に対して」と「に」、
「에 대하여(e daehayeo)」類と助詞「에(e、に )」と「을(ul) 」、特に「に対し
て」の意味で用いられている「에(e、に )」と「을(ul) 」 の関係などについては、
それぞれの用法を明らかに考察してから比較したほうがいいと思われるので、今後
の課題としておく。 
以上の 488)～503）は、塚本（1990）73の指摘通り、「に対して」「에 대하여(e 
daehayeo)」類は元の動詞「対する」と「대（対）하다（daehada）」の原義「向か



















506) 용의자가 경찰의 심문에 대해서 대답했다. (塚本、1990)74 
容疑者が警察の審問に対して答えた。  
507) 그는 이번 협상결과를 ‘실패’라 규정한 언론보도에 대해 “협상 내용을 자세히 
몰라서 생긴 일로, 오해가 생겼다고 생각한다.” 며 “국민 전체 특히 어민을 위 



























































































を表す。韓国語は「에 대하여(e daehayeo)」類のみ用いられる。 
3)最後に、後行部分に発話活動や思考活動などの知的行為を表す語がきて、先行
部分が「具体的な話題や内容」を表す語がくる場合、「に対して」は「態度の







   512）そう言えば、麻里子婦人は伊川治の書いたコピーに関しては、いつも辛らつだっ
（男と女のあいだには上、 p.77) 


































 사이토씨는 정치가에 대해서 왠지 둥글둥글 살찐 얼굴의 남자를 상상하고 있었다. 




나는 여태까지 대학교수에 대해서 왠지 키가 크고 모난 얼굴로, 언제나 수수한 
복장을 하고 세속적인 일에는 전혀 관심을 보이지 않는 이미지를 가지고 있었다.  
516)자신의 진로에 대해서 앞으로 어떻게 해야 할지 몰라 불안해 했다. (作例) 














517)私はこれまで塩釜 に対して 大変よいイメージを持っていた。 (作例) 
について (?) 















を考察し、「에 대하여(e daehayeo)」類と「에 관하여（e gwanhayeo）」類とはど
のような関わりを持っているかを調べてみたい。 
 
２－３  「について」「に関して」と「에  대하여(e daehayeo)」類「에 
관하여（e gwanhayeo)」類  
 
本や新聞などで用例をとった結果、「について」の方が「に関して」より圧倒的
に多く用いられている。また、「에 대하여(e daehayeo)」類も「에 관하여（e g 
wanhayeo 」類より圧倒的に多く用いられている。ここでは、「に関して」は「につ








「地球とクルマ 」 について語り合うストーリー。(坂井、1992 )77 










524)우리는 서로 자신에 대해서 이야기를 했다. 문희는 나보다 다섯 달 위였고, 
강원도 출신이었다.(作例) 
  私たちはお互いに自分のことについて話をした。ムンヒは私より五つ上で、 江原道
出身だった。(作例) 
525）「둘째는, 만일 내 아내가 자네 아이를 배었다 하더라도 그것은 내가 말 없이 





526)미야자키 감독의 철저한 일 스타일에 관해 스즈키 프로듀서가 예를 든다. 
요즈음 미야자키 감독은 자신의 애니메이트 37 명에게 1 주일에 단 5 초분량의 
그림 이상 원하지 않는다. 대신 최고여야 한다. 이것이 안되면 나를 떠나라. 
(조선일보.2003.6.28) 
  宮崎監督の徹底的な仕事のスタイルについて鈴木プロが例をあげる。この頃、宮崎監







「に関して」と「에 대하여(e daehayeo)」類、「에 관하여（e gwanhayeo)」類い






























                                           











は、「에 대하여(e daehayeo)」類は自然であるが、「에 관하여（e gwanhayeo）」




に細かく使い分けられていない。「에 대하여(e daehayeo)」類と「에 관하여（e 
gwanhayeo）」類は、前にも触れたように文献の用例では、「에 대하여(e 
daehayeo)」類が圧倒的に多く用いられているが、日本語の例文を訳したり、韓国語
の例文をお互いに置き換える場合、「에 대하여(e daehayeo)」類「에 관하여（e 
gwanhayeo」類は殆んど同じく使えるので区別がつかない。 
 
527)また消毒、殺菌の過程で生じるトリハロメタンという発がん性物質 について 解明  
                                に関して (*) 
  し、家庭で出来る防ぎ方を伝える。(朝日新聞、1988.11．13) 
    또, 소독․살균과정에서 생기는 토리하로메탄이라는 발암성 물질 에 대해 해명 
에 관해 (*)  
하고, 가정에서 할 수 있는 예방법을 전한다. 
  528）인간존재에 대한 해명 (고,독서,p.187) 
       에 관한（*）      
   人間存在についての解明（高、読書、ｐ.187） 





て、先行部分が「対象」になる。この場合は 「について」と「에 대하여(e daehay
eo)」類、「에 대한(e daehan)」と「についての」が用いられやすく、「に関して」







「에 대하여(e daehayeo)」類、「에 대한(e daehan)」が用いられやすく、「에 





529）너희들 한국의 미래 에 대해 생각한 적 있니? (作例) 
에 관해 (○) 
あなたたち、韓国の未来 について 考えたことある？ 
に関して(*) 
530)나는 김씨의 의견 에 대해 내 감상을 말했다. (作例) 
에 관해 (○) 
私は金さんの意見 について 自分の感想を述べた。 
に関して(○)  
 



















531）私が書いた『留学』について その概要を説明したい。  
に関して (○) 
(現代人の心をさぐる、 p.87) 
내가 썼던 『유학』에 대해서 그 개요를 설명하고 싶다. 
에 관해서 (○) 
532)김교수가 한・일 관계의 문제점에 대해서 논했다. (塚本、1990)81 
에 관해서 (○)  













 대하여(e daehayeo)」類と「에 관하여（e gwanhayeo）」類 は、先行部分と動詞
との結びつきが強いか弱いかよりは、先行部分の「話題性」、すなわち話題として
取り上げる側面が多いか少ないかによって、その使い分けが違ってくると思われる。
次に、「에 관하여（e gwanhayeo）」類についてより詳しく調べる。 
 
533)彼は川端文学 について 研究している。 (作例)  
に関して (○) 
그는 川端문학 에 관해서 연구하고 있다. 
에 대해서(○)  
534) 新製品について店員に質問する。（話し言葉の技術、p.87） 
       に関して（○） 
     신제품에 대해 점원에게 질문하다. 
          에 관해(○） 
535)이것은 유교사상 에 관해서 쓴 글이다.(作例) 
에 대해서(○)  





と同じように「について」「に関して」、「에 대하여(e daehayeo)」類 「에 관
하여（e gwanhayeo）」類が共に用いられやすくなっている。すなわち、後行部分に
先行部分の「話題」をやや広くとらえる性質を持つ語がくる場合、「について」
「に関して」、「에 대하여(e daehayeo)」類 「에 관하여（e gwanhayeo」類が共
に用いられやすいと言える。つまり、「について」と「에 대하여(e daehayeo)」








ば「に関して」が用いられやすい。しかし、「에 대하여(e daehayeo)」類と「에 






「에 관하여（e gwanhayeo）」類が用いられやすい。 
 
２－４  助詞「을(ul)/ 를（reul）」と「を」格 
 
ここでは、 助詞「을(ul)/ 를（reul）」と「を」格との置き換えを通じて「에 
대하여(e daehayeo)」類「에 관하여（e gwanhayeo）」類と、「について」「に関
して」の差異について考察する。 
 
536）아버지의 병명을 묻다.(○) 
      父の病名を聞く。(○) 
537）아버지의 병명에 대해서 묻다.(○) 
   父の病名について聞く。(○) 
538）아버지의 병명에 관해서 묻다.( *) 
















539) 좋아하는 사람에 대하여 말해봅시다.(말듣2-2,p.10) 
                 에 관하여(○) 
         을(○) 
  好きな人について話してみましょう。（話聞2－2、p.10) 
      に関して（△）  
を（∗） 
540) 내가 좋아하는 사람에 대하여 자세하게 말하여 봅시다. 
           에 관하여（∗）  
  을（○）   (말듣2-2,p.11) 
  自分が好きな人について詳しく話してみましょう。（話聞2－2、p.11) 
         に関して（△） 
を（∗） 
541)내가 잘 아는 동물이나 식물에 대하여 듣는 이가 알기 쉽게 말하여 봅시다. 
               에 관하여（∗） 
을 （○） 
 (말듣2-2,p.12) 
     私がよく知っている動物や植物について相手に分かりやすく話してみましょう。 
                   に関して（△）           

























  542) 나에 대하여 뭘 소개하지? (중, 국어3-2) 
에 관하여（Ｏ）/ 를（*） 
私について何を紹介しようか。（中、国語 3－2） 
 に関して（*）/ を（*） 
543) 다음엔 배우의 연기에 대해 이야기할까? (중, 국어 3-2) 
에 관해（Ｏ）/ 를（*） 
     次は俳優の演技について話そう。（中、国語 3－2） 
            に関して（？）/ を（*） 
   544）인터넷에 대해서 논하자. (고, 작문) 
에 관해서(Ｏ)/ 을（*） 
      インターネットについて論じよう。（高、作文） 





















のように抽象化しなければならない。   
 
527)また消毒、殺菌の過程で生じるトリハロメタンという発がん性物質 について 解明  
                                に関して (*) 
                                を（○） 
し、家庭で出来る防ぎ方を伝える。(朝日新聞.1988.11．13) 
  또, 소독․살균과정에서 생기는 토리하로메탄이라는 발암성 물질 에 대해 해명 
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에 관해 (?)  
을(○) 
하고, 가정에서 할 수 있는 예방법을 전한다. 
545)加藤先生は記者会見で発がん性の食品 について 述べた。 (作例)  
に関して (○) 
を（*）      
加藤선생님은 기자회견에서 발암성 식품에 관해서 이야기했다. 
에 대해서(○)   










にくい。韓国語の場合、「에 대하여(e daehayeo)」類 は527）545）のいずれの
場合も用いられやすく、助詞「을(ul) 」は、527）は用いられるが、545）は用い













「に関して」と「에 관하여（e gwanhayeo）」類は用いられにくいと言える 
 
546）車のタイヤ を 調べる。（話し言葉の技術、p.103） 
         について（○）/ に関して（*） 
        차 타이어를 조사하다. 
               에 대해（○）/에 관해(?) 
   547）車のタイヤの種類と情報について調べる。（作例） 
                に関して（○） 
      차 타이어의 종류와 정보에 대해 조사하다. 

























548）내가 그린 만화를 친구에게 설명하여 봅시다(말듣쓰5-2,p.108) 
         에 대하여 (○) 
                  에 관하여（*） 
   ∗ 自分が書いた漫画を友達に説明してみましょう。（話聞書5－2、 p.108） 
について（○） 
に関して（*） 
    549） 교실 안에 있는 물건을 말해봅시다.（作例） 
                     에 대하여 (○) 
 에 관하여（*） 
∗ 教室の中にあるものを話してみましょう 
               について（○） 
      に関して（*） 
550）同時に私はKの死因を くり返してくり返して考えたのです。（心、p.28） 
について（○） 
に関して（*）        
  동시에 나는 K군의 사인을 거듭 거듭 생각했다. 
            에 대해(○) 
            에 관해（*）   
551）けれども書いたあとの気分は書いた時とは違っていた。私はそうした 
矛盾を汽車の中で考えた。(心、p. 49) 
  について（○） 
  に関して（？） 
   하지만 쓰고 난 뒤의 기분은 쓸 때와는 달랐다. 나는 이러한  
모순을 기차 안에서 생각했다. 
    에 대해(○) 






書いた漫画）」「교실 안에 있는 물건（教室の中にあるもの）」「Ｋの死因 」
「이러한모순（そうした矛盾）」が「具体的な対象」になる。548）と549）は「説
明の対象」に、550）と551）は「考えの対象」になる。韓国語の場合、548）～551）


































       선생님은 일본어변론대회에 대해 자세하게 조사한다. 
                              를(○) 



















대하여 (e daehayeo)」類は「話題」になり、 助詞「을(ul)/를（reul）」は、「の
こと」を添加すると、包括的な内容も具体化されるので、「態度の対象」になれる。 
 
553) 새로 만난 친구를 생각 합시다. （作例） 
  ∗新しく出会った友達を考えましょう。 
           のことを（○） 
554) 새로 만난 친구에 대하여 생각해 봅시다. （作例） 



















  （35）a.日本語の先生について話す。 





        b. *日本語の先生を話す。  
             c.日本語の先生のことを話す。 
  （36）a.選挙について話す。 
        b. *選挙を話す。 










 （37） a.日本について考える。 
        b.日本を考える。 
       c.日本のことを考える。    
 



















555) 그림을 보고, 체험 학습을 가서 보고 들은 내용을 생각하여 봅시다. 
(쓰기2-2,p.10) 
∗絵を見て、体験学習に行って見たり聞いたりした内容を考えてみましょう。 
                       （○ について） 
（書2－2、p.10） 

































559) 김치에 대하여 내가 알고 있는 내용을 간단하게 적어봅시다. (말듣, 4-2, p.62) 
   キムチについて自分が知っている内容を簡単に書いてみましょう。 
（話聞、4－2、 p.62） 
560) 내 취미에 대하여 친구에게 소개하는 글을 써 봅시다. (말듣, 4-2, p.75) 
   自分の趣味について友達に紹介する文章を書いてみましょう。（話聞、4－2、p.75） 
561) 다음은 어느 소설가가 독서의 방법에 대해서 생각한 것을 쓴 글의 일부이다.  


























 562） 내가 더 알고 싶은 것에 대하여 조사한 다음 조사한 내용을 간단하게 
정리하여 봅시다.(쓰기3-1,p.91) 
   自分がもっと知りたいことについて調査した後、調査した内容を簡単に整理 
してみましょう。（書3－1、p.91） 
 
                                           














알고 있는 내용（自分が知っている内容）」は見解（意見、考え）を表すと言える。 
次は、 一つの文章に後置詞「에 대하여(e daehayeo)」 類と「에 관하여（e 
gwanhayeo）」類が共に用いられている場合である。 
 
563）동예루살렘 문제에 관해서 도시의 지위 자체에 대한 논의를 하지 않기로 했으나,  





564）외국인들이 우리 문화에 관하여 오해하고 있는 부분에 대해서 알아보자.  
(조선일보.2003.6.21) 
  外国人が私たちの文化に関して誤解している部分について調べてみよう。 
（朝鮮日報.2003．6．21） 
  565）이 단원에서는 언어에 관한 이러한 의문들에 대하여 생각해 보고, 우리의 언어  
생활을 살펴본다.(중,국어 1-1,p.213) 
    この単元では言語に関するこのような疑問について考え、私たちの言語生活について
調べてみる。(中、国語1－1、ｐ.213) 
   566）다음은 ‘인터넷 언어 폭력’에 관한 기사이다. ‘우리가 지켜 나가야 할 인터넷  
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예절’에 대해서 이야기한 내용을 정리해 보자.(고,국어생활,p.184)  
    次は「インターネットの言語暴力」に関する記事である。「私たちが守らなければな 
らないインターネットのエチケット」について話した内容を整理してみよう。 





문제（東エルサレムの問題）」、564）の「우리 문화（ 私たちの文化）」、 565）
の「언어（言語）」、555）の「인터넷언어폭력（インターネットの言語暴力）」の
ような「包括的な話題」の場合は、「에  관하여（egwanhayeo）類 」と「に関し
て」が用いられやすく、552）の「도시의 지위 자체（都市の地位）」、553）の
「오해하고 있는 부분（誤解している部分）」、565）の「이러한 의문들（このよ
うな疑問 ）」、566）の「우리가 지켜 나가야 할 인터넷 예절（ 私たちが守らな
ければならないインターネットのエチケット）」のような「具体的な話題」の場合
は、「에 대하여(e daehayeo)」 類と「について」が用いられやすい。 
以上、 後行部分に知的行為を表す語がきて、先行部分が「話題」になる場合、一
つの文章に「에 대하여(e daehayeo)」 類と「에 관하여（e gwanhayeo）」類が
共に用いられている場合は、話題を限定する範囲が異なる。例えば、「包括的な話
題」になるほど「에 관하여（e gwanhayeo）」類が用いられやすく、「具体的な
話題」になるほど「에 대하여(e daehayeo)」 類が用いられやすいと言える。 
 
２－５ 「に関して」と「에 관하여（e gwanhayeo）」類 
 
第 3章と第 4章の考察の結果では、「に関して」と「에 관하여（e gwanhaye 
o）」類は、「について」と「에 대하여(e daehayeo)」類とほぼ同じ用法を持つも
のとして扱われている。例えば、「話題（タイトル）の用法」は「について」と












              について（*） 
일본의 신간선은, 속도 에 관해서 프랑스의 TGV와 세계 1,2위를 다툰다. 
에 대해서(?) 
 
568）麻理子夫人は、金銭的なこと に関しては まるで子供だ。  
については(?) 




569)미술 에 관해서는 나에게 말하지 마세요. (作例) 
에 대해서는(?) 
美術 に関しては 私に言わないでください。 
については(*)  
570）인류의 미래에 대해서라면 저는 비관주의자예요. 하지만 지구의  
     에 관해서라면(○)                      
에 미래에 대해서라면 낙관주의자죠.(통섭의 식탁,p.211) 
에 관해서라면(○) 
人類の未来に関してなら私は悲観主義者よ。でも、地球の未来に関してなら楽観主 












は、「에 관하여(e gwanhayeo)」類が自然で、「에 대하여(e daehayeo)」類が不




하여(e gwanhayeo)」類が自然であって、「에 대하여(e daehayeo)」類を用いた
としても間違っているとは言いにくい。従って、570）は「에 대하여(e daehayeo)」





573) 우리는 이들 사상에 관한 한 이웃의 중국이나 일본과 꼭 같은 문화전통을  
이어받아 왔다. (고,국어下, p313) 
  我々はこれらの思想に関する限り隣の中国や日本と同じような文化伝統を受け 
継いできた。(高、国語下、ｐ．313) 




575)스스로 과학에 관한 한 철저한 문외한이었다고 고백한다.(통섭의 식탁,p344) 
















と「에 관한 (e gwanhan)」の定型化された表現である「に関する限り」「에 관한
 한 (e gwanhan han)」のみ用いられている場合である。これは、「に関する限









공화국의 정치적, 경제적 독립에 관한 법률 
579）まちづくりに関する法律。（新潮） 
마을만들기에 관한 법률 
580）ウズベキの国家独立に関する法（読売、） 
우즈베키스탄 국가독립에 관한 법 
581)주택 개량 촉진에 관한 임시조치법 (중,국어3-1, p.120) 
  住宅改良促進に関する臨時措置法（中、国語3－1、ｐ.120） 
582)국제적으로 중요한 습지에 관한 협약인 ‘람사협약’ (고,작문, p.71) 
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  国際的に重要な湿地に関する協約である「ラムサール条約」 
（高、作文、ｐ.71） 
583）조세제도와 토지제도,노비매매 등에 관한 경제관련 법률(한국사,p.257) 
  租税制度と土地制度、老婢売買などに関する経済関連法律（韓国史、ｐ.257）  
584) ‘채무자 회생 및 파산에 관한 법률’(생활법률,p.328) 
  「債務者回生及び破産に関する法律」(生活法律、ｐ.328) 
585)“여성에대한모든차별철폐에관한협약”(법학,p.93) 
  「女性に対するあらゆる差別撤廃に関する協約」（法学、ｐ.93） 
586)“외국인투자기업의 노동조합 및 노동쟁의에 관한 임시특례법”(법학,p.146) 
   「外国人投資企業の労働組合及び労働争議に関する臨時特例法」（法学、ｐ.146） 
587)“특정범죄가중처벌등에관한법률“(법률콘서트,p.502) 
   「特定犯罪加重処罰などに関する法律」（法律コンサート、ｐ.502） 
 
578)～587）は、後行部分に「法、協約、法律」などの語がきて、先行部分が「タ
イトル(内容提示)」になる。つまり、「に関する」と「에 관한 (e gwanhan)」は
「法」や「協約」などの法律関連の語と共起して、「法律関連のタイトル（内容提
示） 用法」を持つ。「法律関連のタイトル（内容提示） 用法」 は「に関する」と




「에 관하여(e gwanhayeo)」類のみ用いられやすい場合は殆ど見当たらなかった。 
次に、「に対して」「について」「に関して」と「에 대하여(e daehayeo)」類 
「에 관하여（e gwanhayeo）」類、また、より多く用いられている連体形「に対







２－６ 「に対する」「についての」「に関する」と、「에 대한(e 
daehan)」 「에 관한 (e gwanhan)」の用法上の差異について 


















2－6－2  調査結果および各語の機能について 
 
日本語と韓国語のアンケート結果をそれぞれ集計し、「に対する」「についての」














1. 急激なストレス ( についての / に関する / に対する ) 急性の反応 
2. 相手 ( についての / に関する / に対する )配慮 
3. 不正 ( についての / に関する / に対する ) 怒り 
4. 先輩自身の仕事 ( についての / に関する / に対する ) 姿勢 
5．英語資格 ( についての / に関する / に対する ) 情報 
6. 仕事の内容 ( についての / に関する / に対する ) 認識 
7. 材料の性質 ( についての / に関する / に対する ) 理解 
8. 問題 ( についての / に関する / に対する ) 理解 
9. 民族と祖国 ( についての / に関する / に対する ) 考え 
10. ロータリー ( についての / に関する / に対する ) 考え 
11. 政治的・経済的独立 ( についての / に関する / に対する ) 法律 
12. 学生の家族 ( についての / に関する / に対する ) 情報 
13. 青少年交換 ( についての / に関する / に対する ) 意見 
14. 外国人医療 ( についての / に関する / に対する ) 意見 
15. 「人間性」 ( についての / に関する / に対する ) 見方 
16. 課長 ( についての / に関する / に対する ) 見方 
17. 医療と衛生 ( についての / に関する / に対する ) 関心 
18. 仏教 ( についての / に関する / に対する ) 関心 
19. 村の住宅 ( についての / に関する / に対する ) 調査 
20. 公務員 ( についての / に関する / に対する ) 世論調査 
21. 農薬その他の技術 ( についての / に関する / に対する ) 研究 
22. 糖質 ( についての / に関する / に対する ) 研究 
23. 日本語教育 ( についての / に関する / に対する ) 講演会 
24. 旅 ( についての / に関する / に対する ) 討論会 
25. 彼 ( についての / に関する / に対する ) 記事 
26. 国際交流 ( についての / に関する / に対する ) 記事 
27. 森鴎外 ( についての / に関する / に対する ) たくさんの著書 




＊다음 문장의 괄호 안에 적당한 말을 넣어 주세요. 
①~에 대한   ②~에 관한 
기타의 경우 또는①,②를 각각 사용했을 때 뉘앙스가 달라진다고 생각될 경우에는 어떻게 
달라지는 지를 설명해 주시면 감사하겠습니다. 
 
1. 급격한 스트레스 (       ) 과도한 반응 
2. 상대방 (       ) 배려 
3. 부정 (       ) 분노 
4. 선배 자신의 일 (       ) 자세 
5．영어자격 (      ) 정보 
6. 일 내용 (       ) 인식 
7. 재료의 성질 (       ) 이해 
8. 문제 (       ) 이해 
9. 민족과 조국에 (       ) 생각 
10. 로타리  (       ) 생각 
11.  정치적, 경제적 독립 (      ) 법률 
12. 학생 가족 (      ) 정보 
13. 청소년 교환 (      ) 의견 
14. 외국인 의료 (       ) 의견 
15. 「인간성」 (       ) 견해 
16. 과장 (       ) 견해 
17. 의료와 위생 (       ) 관심 
18. 불교 (       ) 관심 
19. 시골주택 (       ) 조사 
20. 공무원 (       ) 여론조사 
21. 농약 그 외 기술 (       ) 연구 
22. 당질 (       ) 연구 
23. 일본어 교육 (       ) 강연회 
24. 여행 (       ) 토론회 
25. 그에 (       ) 기사 
26. 국제교류 (      ) 기사 
27. 모리 오오가이(*작가이름) (      ) 만은 저서 
28. 서양 (      ) 책 
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   588）急激なストレス（       ）急性の反応 
       급격한 스트레스 (             )과도한 반응 
①に対する 20人     ④에 대한(e daehan) 22人  
②についての 0人    ⑤에 관한(e gwanhan) 1人  
③に関する 0人 
   589）相手（       ）配慮 
      상대 (              ) 배려 
①に対する 20人      ④에 대한(e daehan) 22人  
②についての 0人      ⑤에 관한(e gwanhan)  1人  
③に関する 0人 
   590）不正（      ）怒り 
      부정(            ) 분노 
①に対する 20人   ④에 대한(e daehan) 18人 
②についての 0人    ⑤에 관한(e gwanhan)  2人  
③に関する1人 
   591）先輩自身の仕事（      ）姿勢 
      선배 자신의 일(            )자세 
①に対する 19人   ④에 대한(e daehan) 20人 











592）課長(     )見方 
과장(     ) 견해 
①に対する 19人    ④ 에 대한(e daehan) 20人  
②についての 3人     ⑤에 관한(e gwanhan)  4人  
③に関する 3人 
593) 仏教(    )関心 
불교(    )관심  
①に対する 17 人   ④에 대한(e daehan)  20 人  
②についての  5 人  ⑤에 관한(e gwanhan)  5 人  
③に関する 2 人 
594）問題(      ) 理解 
문제(      ) 이해 
①に対する 16 人   ④에 대한(e daehan)  20 人 
②についての 11 人   ⑤에 관한(e gwanhan)   4 人 
③に関する  5 人 
595）民族と祖国(     )考え 
민족과 조국(    )생각 
①に対する 17 人   ④에 대한(e daehan)   20 人 
②についての  6 人   ⑤에 관한(e gwanhan)   6 人  















596）「人間性」(     )見方 
「인간성」(     )견해 
①に対する 11 人   ④에 대한(e daehan)17 人  
②についての 10 人  ⑤에 관한(e gwanhan)  8 人   
③に関する  3 人  
597）医療と衛生(     )関心 
의료와 위생(     )관심 
①に対する 15 人     ④ 에 대한(e daehan)17 人 
②についての  8 人   ⑤에 관한(e gwanhan) 10 人  
③に関する  3 人 
598）材料の性質(      )理解 
재료의 성질(      )이해 
①に対する 10 人       ④에 대한(e daehan)12 人 
②についての 10 人     ⑤에 관한(e gwanhan) 13 人  
③に関する 11 人 
599）ロータリー(      )考え 
   로타리(            )생각  
①に対する  9 人      ④에 대한(e daehan)18 人 
②についての  8 人    ⑤에 관한(e gwanhan) 10 人 
























「에 관한(e gwanhan)」の方が話題の制限の範囲が少し広いといえる。 
 
600）外国人医療(     )意見 
외국인의료(     )의견 
①に対する 17 人    ④에 대한(e daehan)  9 人 
②についての  9 人   ⑤에 관한(e gwanhan)  16 人  
③に関する 15 人 
601）青少年交換(     )意見 
청소년교환(     )의견 
①に対する 12 人     ④ 에 대한(e daehan) 10 人 
②についての 10 人    ⑤에 관한(e gwanhan)  13 人  




















602）仕事の内容(    )認識 
일의 내용(    )인식  
①に対する 11 人    ④에 대한(e daehan)  13 人 
②についての 15 人   ⑤에 관한(e gwanhan)  11 人  









必要があると思われる。しかし、「에 대한(e daehan)」と「에 관한(e gwanhan)」
の場合、殆んど等しく用いられる。 
アンケート調査には入れていないが、「에 대한(e daehan)」と「에 관한(e gwan
han)」の使い分けを詳しく調べるために次の用例を見てみる。 
  
603）「命そのもの」(     )認識 
「생명 그 자체」(     )인식 
①に対する(○)     ④에 대한(e daehan)  (○) 
②についての(○)   ⑤에 관한(e gwanhan) (＊) 
③に関する(＊) 
604）先生が提示した質問(     )答え 
선생님이 제시한 질문(     )대답  
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①に対する(○)   ④ 에 대한(e daehan) (○) 














2－6－4 「についての」「に関する」と「에 대한(e daehan)」「에 관한(e gwan
han)」 
 
605)農薬その他の技術(     )研究 
농약과 그 외 기술(     )연구 
①に対する  2 人    ④에 대한(e daehan)  7 人 
②についての 11 人   ⑤에 관한(e gwanhan)  20 人  
③に関する 19 人 
606) 糖質(     )研究 
당질(     )연구 
①に対する  2 人   ④에 대한(e daehan)   7 人 
②についての 14 人   ⑤에 관한(e gwanhan)  18 人  
③に関する 19 人  
607)鴎外(      )著書 
모리오오가이(     )저서 
①に対する  2 人     ④에 대한(e daehan)  11 人 
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②についての 15 人    ⑤에 관한（e gwanhan） 14 人  
③ に関する 18 人  
608）西洋(     )本 
서양(     )책 
①に対する  2 人     ④에 대한(e daehan)   8 人 
②についての 16 人    ⑤에 관한（e gwanhan） 18 人  
③に関する 19 人  
609) 国際交流(     )記事 
국제교류(     )기사 
①に対する  5 人       ④에 대한(e daehan)  10 人 
②についての 13 人     ⑤에 관한（e gwanhan） 16 人 
③に関する 19 人  
610）彼（     ）記事 
그(     )기사 
①に対する  3 人    ④에 대한(e daehan)  11 人 
②についての 16 人   ⑤에 관한（e gwanhan）17 人  
③に関する 18 人  
611)日本語教育(     )講演会 
일본어교육(     )강연회 
①に対する 0 人    ④에 대한(e daehan)  13 人 
②についての 16 人  ⑤에 관한（e gwanhan）13 人  
③に関する 18 人  
612）旅(     )討論会 
여행(     )토론회 
①に対する 1 人   ④에 대한(e daehan)  12 人 
②についての 17 人  ⑤에 관한（e gwanhan） 17 人  






























包括的な話題の場合 、「에 관한(e gwanhan)」が用いられやすい。要するに、
「に関する」は 後行部分の 「タイトル（内容の提示) 」を要求する語との結びつ
きが高いと言えるが、「에 관한(e gwanhan)」は 先行部分にくる語の性質が「包
括的で概括的な内容（話題）」の場合により用いられやすいと言える。 
 
613）学生の家族(     )情報 
학생 가족(     )정보 
①に対する 5 人    ④에 대한(e daehan)   16 人 
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②についての 16 人   ⑤에 관한（e gwanhan） 15 人  
③に関する 12 人  
614）英語の資格(     )情報 
영어자격(     )정보 
①に対する  2 人   ④에 대한(e daehan)  10 人 
②についての 12 人   ⑤에 관한（e gwanhan） 17 人  
③関する 19 人  
 
613）と614）は、後行部分に「情報」という知的行為を表わす語がきて、先行部

















615）村の住宅(     )調査 
시골주택(     )조사  
①に対する  4 人    ④에 대한(e daehan)  12 人 
②についての 12 人   ⑤에 관한（e gwanhan） 15 人 
③に関する 18 人  
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616）公務員(     )世論調査 
공무원(     )여론조사 
①に対する 15 人    ④에 대한(e daehan) 18 人 
②についての 10 人   ⑤에 관한（e gwanhan） 12 人  


























２－６－５ 「に関する」と「에 관한（e gwanhan）」 
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 ここでは、「に関する」と「에 관한（e gwanhan）」が用いられやすい例を見て
みる。 
 
617）政治的․経済的独立(     )法律 
정치적․경제적 독립(     )법률 
① に対する  6 人    ④에 대한(e daehan)  5 人 
② についての  7 人   ⑤에 관한（e gwanhan） 20 人  


























































<表3>〔「に対する」「についての」「に関する」と「에 대한(e daehan)」「에 관한（e gw
anhan）」の使用に関するアンケート結果〕 
 










急激なストレス(  )反応 20 0 0 22 １ 
相手(  )配慮 20 0 0 22 1 
不正(  )怒り 20 0 1 18 2 







課長(  )見方 19 3 3 20 4 
「人間性」(  )見方 11 10 3 17 8 
仏教(  )関心 17 5 2 20 5 
医療と衛生(  )関心 15 8 3 17 10 
問題(  )理解 16 11 5 20 4 
材料の性質(  )理解 10 10 11 12 13 
民族と祖国(  )考え 17 6 1 20 6 
ロータリー(  )考え 9 8 5 18 10 
外国人医療(  )意見 17 9 15 9 16 
青少年交換(  )意見 12 10 14 10 13 









農薬その他の技術( )研究 2 11 19 7 20 
糖質(  )研究 2 14 17 7 18 
鴎外(  )たくさんの著書 2 15 18 11 14 
西洋(  )本 2 16 19 8 18 
国際交流(  )記事 5 13 19 10 16 
彼(  )記事 3 16 18 11 17 
日本語教育(  )講演会 0 16 18 13 13 




学生の家族(  )情報 5 16 12 16 15 






村の住宅(  )調査 4 12 18 12 15 















第６章 おわりに  
 
ここでは、 日本語と韓国語の後置詞「について」「に関して」「に対して」と、








































１－２「에 대하여(e daehayeo)」類 「에 관하여(e gwanha yeo)」類 




してそれらが助詞「에(e)」と組み合わさって 後置詞「에 대하여(e daehayeo)｣と
｢에 대해(e daehae)｣が生じたのである。 









(e)」と組み合わさって後置詞「에 대하여(e daehayeo)｣と｢에 대해(e daehae)｣
としてよく使われているが、「어서(eoseo)」形の「대하여서（daehayaeseo）」は、
あまり使われず、縮約形の「대해서(daehaeseo)」のみ助詞「에(e)」と組み合わさ





象（相手）」用法で、つまり「에 대하여(e daehayeo)」と「에 대한(e daehan)」
のみ用いられる独自な用法であると言える。 
また助詞「을(ul)/를（reul）」では表せない、「話題」用法と「話題と見解」用
法、「話題と部分」用法の場合、「에 대하여(e daehayeo)」と「에 대한(e daeh 
an)」が用いられやすくなっている。 つまり、「에  대하여 (e daehayeo)」類は、
文章の内容をより明確に、より分かりやすくする機能をもつと言える。 




１－２－２「에 관하여(e gwanha yeo)」類 
 






                                           





はあまり使われず、縮約形の「에 관해서(e gwanhaeseo)」のみ使われている。 
しかし、｢에 관하여(e gwanhayeo) / 에 관해(e gwanhae) /에 관해서(e gwanha 
eseo)｣は｢에 대하여(e daehae) / 에 대해(e daehae) / 에 대해서(e daehaeseo)」
に比べて頻繁に使われているとは言いがたい。 連体形「에 관한 (e gwanhan)」の
形で多く使われている。  
次に、意味用法の面では、「에 관하여(e gwanha yeo)」類は、元の動詞との関
わりの深い法律関連の「タイトル（内容提示）」用法を持っており、主に連体形の




「에 관한(e gwanhan)」が用いられやすい。 
さらに元の動詞では表せない「他のことは分からないが、この点では～だ/この点
にかけては～だ」というニュアンスで話題を限定している「話題の限定」用法を持
ち、「에 관한(e gwanhan)」は、「에 관한 한 (e gwanhan han)」という定型化
された表現で用いられている。「話題の限定」の用法は、「에 대한(e daehan)」
では用いられにくくなっている。 
 以上、「에 대하여(e daehayeo)」類 「에 관하여(e gwanha yeo)」類は形態の
面では、それぞれ他の形が存在しているが、各自用法をもつので、存在する理由が
あると言える。「에 대하여(e daehayeo)」類 「에 관하여(e gwanha yeo)」類は
いずれも元動詞の意味特性が強く反映される場合、その表現の独自的な用法として
用いられやすいと言える。その代表的な場合が、「에 대하여(e daehayeo)」類 と
「에 대한(e daehan)」の「態度の対象（相手）」の用法と、「에 관하여(e gwan
ha yeo)」類 と「에 관한(e gwanhan)」の「法律関連のタイトル（内容提示）」用







 ２－１ 日韓後置詞間の異同 
 
 後置詞「について」「に関して」「に対して」と、それに対応する「에 대하











「에 대하여(e daehayeo)」類共に用いれるが、「에 관하여(e gwanhayeo)」
類がより自然であると言える。また「에 관한 (egwanhan)」は用いられやす

























































また「について」「に関して」と、「에 대하여(e daehayeo)」類 「에 
관하여(e gwanhayeo)」類は、一つの文に一緒に表れた場合、「包括的な話
題」には「に関して」と「에 관하여（e gwanhayeo）」類が用いられやす











具体的                                 包括的 
 
을(ul)/를（reul）      에 대하여(e daehayeo)類     에 관하여(e gwanhayeo)類 










  618)‘책의 역사와 출판문화에 관한 박물학적 에세이’(고,독서.p.49) 
「本の歴史と出版文化に関する博物学的エッセイ」（高、読書、ｐ.49） 
619) ‘야간 자율학습에 관한 건의문’(고,작문,p248) 
「夜間自由学習に関する建議書」（高、作文、ｐ.248） 
620) ‘인터넷 등급제’에 관한 뉴스(중,생활국어,p63)  
「インターネット等級制」に関するニュース（中、生活国語、ｐ.63） 
 
以上の618)～620)は、 後行部分に「エッセイ、 建議書 、ニュース」のような知
的行為の産物を表す語、特にタイトルを表す語がきて、先行部分の包括的な話題と
共起して、文全体がタイトル（内容提示）を表す。この場合は、「에 대한(e daeha
n)」も可能であるが、「에 관한 (e gwanhan)」が自然である。元々「タイトル」
というのは、「題目」や「表題」の意味で格式ばっており、形式的なニュアンスを
持っているので、「에 관한 (e gwanhan)」がより相応しい。つまり、「タイトル
















대하여(e daehayeo ) 」類と「에 관하여(e gwanhayeo) 」類の各語の本質規定と後
置詞間の異同についてまとめた。 後置詞 「について」「に関して」「に対して」
と、それに対応する「에 대하여(e daehayeo ) 」類と「에 관하여(e gwanhayeo) 」
類いずれも助詞では表せない独自な用法を持っているのが分かった。元の動詞と関
わりの濃い語（「に対して」、「に関して」、 「에 대하여(e daehayeo)」類、
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